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][ -3 7丹時非適応、群における 2月時総括的適応惑の予測悶

車叩4 7月時における反応・生活空関鎖域の予灘性に関する横断的分析

N 総括と展望

付一資料 7月調査質問紙

I 問題

我々は社合心理学的な仮説枠組か

な生活領械・生活空間広おける

した質問紙によって，昭和52年以来，大学新入生の主繋

1年間に宣る追跡調査を爽雄し，さらに，昭和

55年よち 4年次学生への調査l乙 昭和55年度入学生に対しては l年次から 4年次に至る畏期的な追

跡をも試みてきた。とりわけ 1年次学生を対象として，入学時及びア月時〈夏期休暇議前〉謂査へ

の反応、と 2丹 1年次終了〉時の総括的適応感とわ関連を検討したE報〈豊嶋ほか1980)・N報

a)の分析からは，ある鵡査待立における多くの生活

への関撃や評価の仕方・当該領域の自我中核ー罵辺性が，後の鵠査時点 (t川口〉

ついて，それ

適応、感に

水本論の一部は自本u理学会第45路大会(芳野・構'建設鵠 1981)，第20間金盟大学保障管理石町究集会東北地

方研究集会〈議機 1982 a)で発表された。
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してプラスあるいはマイナスの彰響を与えると糸唆され，しかも， t..における総括的漉可、j惑の水

ると異なる影響を及ぼすことが示された。しかし，特に五設階評定項践では，各時点での

との問広有意な正の相関係数が見出されるものが殆んどであり，有

意な魚の柁関係数が認められるものは皆無である(駿嶋 1980， 1982 b)。

これらは，学生相談という実賎活動にとって学生の人格溜応、の向上のための焦点領域が見出され

た事を意味するが， とりわけ，長期的観点に立っと，全ての学生に望まれるような生活体制や生活

空間体制は見出しにくく，少なくもその時点での総括的灘応援患の水準に応、乙て異なる体制が必擦と

なることを来校している。

今回はlV報にかきつづき 1 という ら，これま

でとり残されてきた l年次7月から 2A

さぐるa

とりあ 2月

震 3丹時でその段轄を維持するか，あるい

く改普又は悪イヒ〉するか，に関連するア丹時点での要因を探索すること母

1→G どの段階までの移行かを無視した場合の，維持一移行一般の関連要因の探索由

1-③ 維持かどの段階までの移行かの関連要因の探然。

目的 2. 7月時院関段階の総括的適応感を示す者が 2月時に滴応、的段階に移行(適応化〉又

は非滴応、的段階に移行(非適応化〉する事に関連する 7月時点での要因を探索すること。

なお， r総括的適応、感J とは，入学(決定〉から調査時点拡査る学生生活を空間的かつ持間的広

全体として展望さFせた結果あらわれる全体的な人格適応j惑であり，

生活がうまくいっているかどうかJという，

間〈五段踏評定現詔〉への皮誌が指諜とされ，以下 SA
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E 対象と方法

対象:弘前大学金学部の昭和54年度新入生(1040名〉中，教養課程{J~明学綿織の出席者に年間 3 図 (S 54年4

月・ 7月・ S55年2月〉興摘した賞問紙調査から 7月時調査と 2月時調査で共に有効資料をえた380名〈入学者

の36.5%の)7月時調去をにおける反応を分析対象とする。対象者は7月時SAと2月時SAの段指 (A・適応的，

B.中間的， c.非瀧応的)ねによって 9群に分けられる(衰 1)0 7 月時 SA段階が~号じでまbる三群 (G 1 ・ G2 ・

G3， G4・G5.G昏， G7・Gs，G嘗〉は，以下それぞれ， Gl~G3， G4~G6， G7~G容と略記される。

葉艶経:7月時議査紫関紙は付叩資料の還りであるが， 0入学後環悲までの学生生活のブォ~マノレ・インフォ』

マノレな生活諾鎮域・生活窓鰐鎖域への関与震やそこでの適~l惑についての思議義的野鶴，@強い患我麗与のある活

動 (f最もカを入れていることJ). 由我中接的なく「かけがえのないJ)活動や準拠集臨など基軸的生活空輯鎮域

の内容，@所属への揚足感， φ生活控情緒領域の統合京理としての人生観， @SA及びそむ関連指標

〈人生観に顕らした宿泊の納得感，生きがい・充実感)，①今後の教饗部生活への動機づけや展望，など心理学的

過去・現在・未来の内容や持慨を求めている。項自数は五段階評定28項閤くうちlつはSA)，選択式7項目，自
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捜 1 対象者の群構或

7 月時 S A 
計〈弼〉

A.議 tt B'中間 c.非適応

68 (17.9) 

計(%) 380(100.0) 

殺 2 3i.段階評定壊隠…覧

項
目
番
号

質問紙

項目

番号

領械・]質問名

:l 満足感~~、〈乱のよ子
1 I 大学:

21所牒定百

91 、 i専問機潜度

8-1 

8-2 

8-3 

14 

学諜への意欲 16-1 

; 出滞意欲 16-2 

22担265 7 まサク Jレ関与意欲
16叩3

で
の交友への意欲 16-4 

量 入れたい事の実現克込 17-fす

的遺tt予想 18 

総括的適芯意 (SA) 15-1 

由記述14項目の計49で為る。うち五段階郡斑現闘の名称を

衰 2に示す。

なお r友人の質J(付ー資料，明間番号S哨 2付〉のみ名

古屋大学の留年生調査の賀聞紙(土川|ほか1978)に依拠し

て作成された。

分析手続: 7 月時 SAが問段階である者 (Gl~G3 ・ G4

~G6 ・ G7~ら〉について 7 月時の反応の群間比較がた

される。比較は五段階評定項揺では在史的反応;ほど高得点

として 1~5 点を割当て，その平均鑑の t 検定，その他の

項昌では各カテゴヲーとそれ以外のカテゴヲ}の境数の

;(2設定 (df= 10) による九{設し，関的2では Z23j検定も

費用。脊意水準語気で、額拘禁ありと見散す。

呂的 10)分析:Gl~G3 と G7-G事では 7 月時 SAを

維持する群 (G!， G7)とそれ以外の者 (G2十 G7やGs)

との比較によって SAの維持変動 (Gl~G3 では悪

GÎ~らでは改善〉一般の予瀦閣が探られるα このうち，

G1-Gaでは G1.G2鶴と G1.Ga簡の双方で，G7~G事で

はG7.Gg聞と Gs，G韓関の双方で，開方i向の差が認めら

れる反応が『鋭どい予測国Jと呼ばれる〈閤的 1-0)。次

に， Gl~G3， G'I~G6， G7~G9 の名クラスタ』内部で 7 月

時SAの維持群 (Gr， Gs， Gg) とその他の群の聞で個々に

比較を行なう(間的い@)。

目的2の分析:2月時にSAがAに移行する「適応」イヒ

の要国ιCに;惨行ずるけド適応Jイヒの要因を，次の 2つ
の規準によって探る530

a， AXはCへの移行をみた群 (G3，G~ ， G6• G7)とそ

れ以外の者 (G1十G2，Go十Gs，G4十Go，G8+G曹〉との間で

差の認めうる東部。

b，群番号の増大に伴い平均又は比率に瀬増(減〉が犠

撰される反応。平坊についてはきを宜的に次の規準で拾っ
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ていく:即ち.Gr-G3• G4......，G6， G7 ......，G苦それぞれの内部で，高端の群間 (G1 と G3• G4とGo，G7とGg) に差が認

められ，かつ，繍本レベノレでの瀬増〈減〉が観察されること。詑率については，まず額高検定〈芯3検定.Bar-

tholomew怯，間関〉によって増大・減少傾向が見よ話される反応を拾いS〉，更に，両端の群間に差が認められ，

かつ，標本レベルで丹漸増〈減〉がある反応も拾っていく 730

結果の記述法:詫載結果は傾向差以上む認められる項目・反誌のみが諜示される。まに SAの維持一一変動の

予測国の探索にさいしては，詑較対の先の群 (2月時SAがより適応的な欝〉の特徴が. SAの悪化担止，又は

改善む要罰として述べられるα 従って，記述の内容・方向性を逆にすれば，比較対の後の群の特徴になる。

部 結果・考察

重-1--車-3では. G1,........G3• G4,........G6• G7，........G警のそれぞれについて，差・連関・漸増〈減〉の見

される現悶・反誌を捨い. SAの改善一錐持一感イヒ及び遺志・非適応、化に関連する生活空間体棋

とその 2月時SAへの機能とが場撰される。 ][-4では 7月時SA段階のちがいを越えて 2月時

SA院予灘的関連の認められる項詰 .J5i応，及び生活空間領域が探索され，その 2月時SAへの機

能が考鱗される。

車-1. 7 13時運応群における 2月時総括的溜応感の予滞留

7月時SAがA (1適応的J)である G1---G3について 2月時SA拡予的関連をもっと思われ

る7月時の反応、を求め 2丹時SAに関連する生活空間体制jとその SA陀対する機能とを考察して

いく告諜3・表4にでの比較結果を一括して示した。

くわ SAの維持-悪化一般の予測菌

表3・4の:G2+G3J列かち. 14の五段i培評党項昌への反応と，五設階評定以外の瑛自に

対する 9反応、及び 2合成カテゴザ}とが 2月持に宝る SAの維持ー悪化…般に関連することが知

られる。これらのうち「較学(部・科」悲舟の弱さJ1サーク/しへの関与度J1下窓・寮での

「生きがい・充実感J.五段階評定以外の現闘で，仁やちたくなかったのにやらさダるをえなかっ

た事」としての「出席J. SA. Aの理由として「不満がないからJ という浩撞的理由を

ことの，計6J5i応、は. G1: G2とGl:G3の双方でも開方向で差が認められ.SA. Aが維持され

となっているa

よって指示される生活(空間〉領域の類似性・共通性にそって，

結果を整理し考察を加えると. SA. Aの維持，即ちB，........Cへの感化一較の担止に関漉する 7月時

における特徴的な生活空間鉢艇とそのSAに対する機能を次の 10項広まとめることができ?ょう。

φ「大学J1学部Jへの「溝足惑J1転学〈部・科〉忠向の盟さJ1地域満足感Jの比較結果から，

と地域へのより強い満足感と受容，特にく弘前〉大学児入学したことへの溝足感。②G1で，

4丹--7月の茜我襲与的活動が「なしJ及び「なし÷無答」が少なく 1生きがい・充実感Jが強

い等から，強い自我関与のある活動の展開とそれ紅よる自我支持感・充実感。その活動は7月以降

も「力を入れたいJとする場合は後述①項が襲わってこようが. 7月までにく仮の〉ではあれアイ
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ヂンティティーが見出せていることが後のSA拡プヲスの影響を与えるものと思われるo①G1に，

7月時最大の自我関与的活動として「学業Jをあげる者が多く ，1やりたくなかったがやらざるを

えなかった事Jに「出席J者あげる者が少ない等か札学業への自我関与，組し，

燃や拘束惑をもたぬこと O これは大学における学業~講義に撰する規範の受容とそれによる社会

適応感として揺られようo@)G1で「サ」クノレ関イチ農Jが強く， 今後の「関与意欲」

く，サ…ク fレ参加者が多く，自我中核的な準拠集団及び活動の双方とも「サ}クノレJを選ぶ者が多

い等から，サ}クノレ集団及び活動の信技中接的定泣とそれによる自我支持。①「友人数J1友人関

係での適応感J1下梧・嬢での交流度Jよち，多くの友人との密で円滑な交流による自我支

f対家族交流度Jよち，家旗との密な関係とそれによる詣我支持。ぐDG1で「アパ」ト十開港りJ
岩住者が少なく，アパ』ト・関{昔ち以外(但し後詰(3)・(4)で見るよう記獄居住者は非適応;叱しやす

いから療を除く)，即ち， 自宅・下宿寮居住による他律的な生活規制の存砲とそれとの間の適応。

「人生指針確立惑J1人生指針に熊らした生活の納得惑J1生きがい・充実感Jから，よち

な人生針指L それに基く生活畏謂とラセ爽感・納持j謀。①「力を入れたい事の実現見込Jで2月時

SAに対する逆機能的関連性が見出されているから，今後の密我関与を展望している自標活動の英

現に，鴻大な期持をもたぬこと G1にSA'Aの理患として「全般的なプラス感情J

る者が多く， 1フ下溝・ 1悩みなしJと記述する者が少ない等から，全般的多 開ち， 生活空間鰭領域を

広くおおう積極的 positIveなプラスj感情を伴う SA.Aであち，消極的理由ではないことo 消極的

その後の生活で不満や悩みを感じる生活犠域があらわれれば SA.Aの主観的理由

が消失してしまい，そこで生活空語手卒者jJの再縄に追られたり，葛藤が輩、織化されやすいために，

SA' しにくいものと考えられるつ

なお，以前J:.10項のうち，①は， Gl' G2比較と G1・Ga比較の双方においても成立し， SA' A 

の悪化担止に広く関連する特徴であるといえ， さら拡，①②@①@は G1'G:>.比較でも成立する，

Bへの悪イヒ組止に強く関連する持徴といえる母

SAの維持一中詩的適応、皮への悪fとの予測因

G1とG2を分化でき，SA' 

すいか，に予j躍的関連をも

、， るとすればB (1中間的過忠度J)まで悪化しゃ

院では13反応(表3)， それ以外の項目

では 7 反誌と 1 合)~記カテゴリ~ (去 4)が見出された。その多くは， TJIi節で出捕された維持一部叱

一般の予測因と援なっているが1"友人数J j'，j'友人適応態J，岩住形態としての「アバート十

りJ，4 ---7月の関税関与1持活動が「なしJ，7丹時の自我中抜的活動としての「サ…グパつのま卜4

反;;t1合成カデゴリーでは Gl:Gz十心aでは晃山されていた法が G1:G2で誌認められない号ま

た「人生指針を考える時i間Jでは，G1: Gz十 G~ で見出されなかった差が G1 : G~ で新たに晃/:U さ

オ守している。

以上から， SA' 即ちSA・Bへの悪化阻止に関連する特徴的立生活さ夜間体制とその

SAに対する機能は，次の 9取に控患できょうのそのうちφ~①は， G1: G2十G:J比較でえられた

特徴と金く震なるので，考察の諜拠とした，訟をもっ反応の列挙は省略しである。①摂競・地域へ

と受容，特記〈弘前〉大学にいることへの満足感。合強い自我関与のある活動の展開

- 5 



表 3 7月時 SA.A (G1-G3) 群における 2足時

項基号 現 日 G1十G2 G1 G2 G3 

n I x I SD n I x I SD n I x I SD n I x I SD 
1 
所属 学大 学部

164 2.20 .79 95 2.05 ‘82 69 2.45 .70 17 2.24 .75 

2 165 2.18 .88 95 2.06 .92 70 2.33 .79 17 2.41 .80 

4 
端1il

字科j志向 165 1.67 .99 95 工会53 .97 70 1.87 .99 17 2.00 1.28 

5 地械満足感 165 2.49 1.11 95 2.33 1.05 70 2欄71 .94 17 2.35 1.00 

9 専門準備度 164 4.10 1.01 94 4.14 1 β2 70 4.06 .99 16 4.56 .89 

11 サ」クノレ関 Z変 103 1. 92 1.23 64 1.72 1.11 39 2.26 1.37 12 2.50 1.31 

12 
友関 人保

友 人数 159 2.24 .73 91 2.08 .75 68 2.46 .66 17 2.35 .86 

13 選 応、 感 163 1.94 .66 94 1.85 .70 69 2.00 .59 17 2.12 .60 

15 下摺・擦での交流度 116 2.26 1.09 64 2.08 1.04 52 2.48 1.11 13 2.85 1.28 

17 対家族交流境 143 2.31 1.04 81 2.15 1.03 62 2.52 1.02 16 2.50 .73 

18 (生き方 考える持鵠 164 2.65 1 ‘09 94 2.50 1.13 70 2.86 1.∞ 17 2.29 1.11 

19 
;(人指 生針
確立感 162 3.05 1.12 93 2.86 1.10 69 3.30 1.10 17 2.49 1.25 

20 生活の納得感 110 2.98 .93 70 2.84 .94 40 3.23 .86 12 3.00 .85 

21 生きがい・充実感 165 2.32 .75 95 2.14 .77 70 2.57 .65 17 2.59 .94 

24 サ}グ/レ関与意欲 161 2.25 1.22 95 2.10 1.19 66 2.47 1.23 17 2.47 1.13 

26 実カを入現れに毘し事込の 137 2.03 .87 81 2.15 1.86 魅惑5 15 1.87 .64 

総指的iitiiJ，t;:感 (SA) 165 1.96 .20 95 1.95 .22 70 1.97 .17 17 2.00 .00 

注)1.比較J欄;マイナスは，よち肯定的反;ぶほど3月持SAが否定的となる逆機能的関連。数寝は t
2. 漸増・減」欄:・7'ラスは G1から Gaにかけての平均値瀬増，賠ちより肯定的反応ほど2月時SAが

とそれによる自我文持・充実態。①学課への強い自我関与，

ことa ④家族との皆な関わりとそれによる自我支持。

-拘束惑をもたない

な期待をもたぬこ

と。①全般的な積，極的フ。ヲスj惑構を伴う SA.Aであっ，消極的理由による SA.Aでないこと。

⑦「下搭・犠での交流度」円家挟交流度」よち，摂生先での密な人間関係とそれによる自我支持。

③ G1でサークノレ奉加者が多く「サ}クル関与度Jr関与意欲Jも強く，自我中核的準拠集団として

「サークノレ」をあげる者が多い等から，サ}グ/レへの強し び関与意欲とサ}クノレ集団からの

自我支持。@人生指針氏側する より，人生指針突索へ

の強い関心と確立過程の進;凡それに基く

なお， r人生指針を考える時間の多少Jは， Gl~よりも G2 で少なく ， G2よりも Gaで多くなり，

人生指針探索への関心と関与が強いほど 2丹SAがAを維持するか，あるいはCに悪化しやすいと

しヴ両極化傾向が認められる。 7月までの模索の結果ある程度の「確立Jがみられたり，そこで見

出された「指針'Jに沿って?月以降の生活が展開される場合， 2月時SA法Aを維持しやすく，そ

うでない場合にはCvこ悪化しやすいのであろう。それに対して， 7丹までの人生指針諜黙があまり

なされない場合は:2月時SAはBvこ悪化しやすいもののCまでの悪化はもたらされにくいものと
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SAの予灘題一五段階評定礎鰐一

G2十Ga 維持

n I x I SD G1: G2叫

86 2.41 .71 3.08料

87 2.35 .79 2.19* 

87 1.90 1.05 2.47海

87 2.64 .95 2.12* 

86 4.15 .99 

51 2.31 1.35 2.58* 

85 2.44 .70 3.26材

86 2.02 .59 1.760 

65 2.55 1.15 2.45家

78 2市51 .96 2.29* 

87 2.75 1.04 

86 3.22 1.13 2.22* 

52 3.17 .86 1.9r 

87 2.58 .71 3.97 

83 2.47 1. 20 2.08* 

71 1.86 .64 -2.17* 

87 1.98 .15 

{直。 oP<.10， *<.05，料く.010
肯定的になることを示す。

解される。

比

懇北要因

G1: G2 G1: Ga 

3.24家機

1.930 

2.23* 1.750 

2.45療

2.16* 2.15勢

3恥31*

1.99* 2.29本

2.12* 

2.09* 

2.52勢

2.09* 

3.81謙義 2.14発

1.930 

-2.09後

2.66録係 2.29発

SAの維持一非適応、への悪化の予測度l

較1

非適応、北要国
G2: Ga 

Gl+2: Ga 漸増・減2

十

1.850 1.750 

十

1.800 + 

…2.02発

ーすー

叩い

G1 とGa き，SA' Aの誰持か，悪化するとすればC

もつ反応、としては， 目では4反応

まで悪化しやすいか

3 )， 五段階評定弘タトの現自で

は8反応(茨 4)の計10反応がえられるむこのうち 6 G1 : G2+G3 された

一感化一般の予測因と重なっているが，全体的?とは意なつは少ないと言えよう o

以上からSA'Aの維持，長pちSA'Cへの悪化阻止に関連する持徴的な生活空間体制とその

SAに対す

で見出さ

もたないこと。②

7~郎とまとめることができょう岱なお，①は， G1: G2十Ga，G1: G~ 

と金く同じである。①学業への強い詣我関与，イ立し出席に強い負担惑や拘束感を

-科〉志向の弱さJから，所麟・地域への満足感の強弱は関わず現所

践を受容できていること。①「生きがい・充実感Jよち，強い生きがい・充実態。④「サ」ク

与度Jから，サ山クノレへの強し、関与司①G1で「下宿J居住者が多く i下宿・接での交流変」も

密なことから，下構・寮での掛な交流と下宿生活の苧受。但し， r衆J居住者では Gaが多くなる

から，密な人間関{惑から自我受鍔したり，線生活で生じ易いトラブルによってく順調>な生活が嶺

… 7 -



捜 4 7丹時 SA. A (Gl~G3) 群iこおける 2 月時SAの予部関

G1十G2 G1 G2 G3 

n=70 n=17 

14(((却.0)) ) 643(((231753357) ) ) 26(37.1 
1105.7 

36〈〈5481.4〉) 12((7209.6〉〉
34(48.6 5(29.4 

れ口87

G2十Ga
項 自・反 応t

n=165 n=95 

居住形騒
25(15.2%) 
68(41.2) 
27(16.4) 

自我関与的活動

(4~7 月〉

る
い
一
書
し
〉

い

な

一

続

料

寮
一
て
し
一

」

一

て

一

観

J

バ

一

つ

つ

一

生

内

ι

け
下
一
や
や
一
入
会
。

100(60.6) I 64(67.4) 
65(39.4) I 31(32.6) 

9 (5.5) 
12 (7.3) 
33(20.0) 

、、，〆、、，〆、、，，，

丹
，
山
丹
h
q
U

4
4
5
 

〆t
、、ノ
F
a

、、JZ
也、

4
4
5
 

、j
，，、，
J
1
J

1
4
A性
司
i

••. ヴ
4
噌

i
F
O

f
L
1ム
1
ム

f
k
f
i

、

F
h
u
n
O
句
1
4

句

l
ム

18(20.7) 
29(33.3) 
17(19.5) 

48(55‘2) 
39(44‘8) 

9(10.3) 
11(12.6) 
14(16.1) 

サグル参加

4(23.5) 
3(17.7) 
3(17.7) 

やらざるをえなかった事|出 席 I 6 (3.6) I 1(1.1) I 5(7.1) I 2(11.8) I 7(8.1) 
自税関与治活動|学 業 I 12 (7.3) I 11(11.6) I 1 (1.4) I 0 (0) I 1 (1.2) 

|人生観，読書 I 8(4.8) I 5(5.3) I 3 (4.3) I 5(29.4) I 8 (9.2) 

|自我中核的準拠集 ~I サ}ク/レ I 15 (9.1) I 13(13.7) I 2(2.9) I 1(5.9) I 3(3.5) 
畠我中核的活動!サ}グル I23(13.9) I 16(16.8) I 7(10.0) I合 (0) 1 7(8.1) 
SA.Aの理主義 iプヲス感糟 I 50(30.3) I 34(35.8) I 16(22.9) I 4(23.5) I 20(23.0) 
(自由記述不満・悩みなし I27(J6.4) I 11(11.6) I 16(22.9) 7(41.2) I 23(26.4) 

蹴)1. 十 )は合成カテゴザ]。
2. r比l陵J欄;数f壌は;e値。 r傾向J鶴きと!鞍ltdf=l. 0 P <.1令， *く.05，料 P<.01.

不等号は比較対の詞後の大小関保を示す。開えば rG1: G2J ;9'iJの〉は

3‘ r傾向J欄;数値はX23備(一ρ12ニ .34)0>は減少傾向，くは増大関向。

れる事を通して，殺生のSAは悪化し易いのかもしれなし、①7月までの最大の自

おいても 7月現在の最大の語表関与的活動はおいても， ともは「人生議探究・続講Jを記述する者

がG1広タないことから，人生観探究や読審への強い自我関与がないこと o 強い関与がある場合，

自己繊の危機にみまわれ易く，そのためにSA'Aが維持されはくいものと解される窃①

G1でSA.Aの理由として「不満・悩みなし」を記述する者が少ないことから，消極的理酪によ

るSA'Aでな

(4) SA. Aからの非議応化要菌

Glイ-G:!とG3を分化できる反応は，五段措評定羽目で三反誌-(法3)， その告の項闘で4反応

〈表6)の計6反応で忘る。これに加えて， Glから Gsでの斯1141・漸減がみられる反応、として，

去段時評定項目では「転学(部・科〉志向の弱さJrサ~クノレ関与度Jr生きがい・充実感J

{肢の i斬九17，その地のm~1 では;去 4 の通 1) ， 7反応、と l合成カテゴリ}で増大又は減少が認められ

た。

これらから 7月時的SA.Aから 2月時にcへ非適応fとすることに関連する生活盟問体制とそ

のSAに刻する機能は，次の6羽にまとめえよう。①「転学(部・科)志偶の弱さ」から，

、ることを受器できないこと母 φ4---7月の自我関与的活動が「なしJ と「なし÷無答」が

Glから G3で漸増し r生きがい・充実感J もG1から Gaにかけ次第に弱まっていることから，

7月までに強い自我関与を伴う活動をもたないか，明確にできないことと，それに停う弱い充実

- 8 



一密告記述・選択式現諒一

比 較2

維持一悪化要臨 非適応化要思
G2: Ga 

G1 : G2+3 G1: G2 G1: Ga G1刊 :Ga 額 向3

く 2.810

> 3.200 > 4.430 
く 3.110 < 3.340 く 3.710 

> 2.850 > 4.29* 
< 2.850 く 4.29*

< 5.46* < 5.11* < 8.11* 
く 3.290 く 4.970

く 4.6伊 < 3.91* < 5.75* 

< 3.750 く 2.710 く 2.900 く 5.98*

一一
> 6.42特 > 4.74* > 8.07* 

< 7.59柿 く 7.55州 <10.56制

> 4.73* > 4.48* 

> 3.180 > 4.420 

190 

く 6.60発〈 く 9.37料 < 6.25米 く 9.62州

感。 7月までにアイヂンティティ」確立への。模索が不十分で・ある事を未唆し，それがその後のSA

にマイナスの機能を果すのであろう o ① 4---7舟においても 7月時現在においても， r人生観探

究・讃欝Jを最大の自我鵠与的活動とする者が G3Vと多いことから，人生指針探紫や読書への

の詣我関与。但し五設摺評定項目の人生指針に関する 3項話では控も漸増 も見出せないか

なると見散しうら，探索それ告体が非適応化要震ではなく，過度の・

るo ④G1---G3で， ア月時現在の最大の自我関与的活動を「学業Jとする者が漸減し rやりたく

なかった事Jに「出席Jをあげる者が漸増 r専門準備J度も努まることから， 学業・出席への消

この構えが2月までの学業遂行に否定的機能を果した1 大学社金における社会(文

化〉非適応~I惑を生じさせ易いため応，非適応、化しやすいものと患われる。 @rサ〕グノレ関与」度が

G1から G3にかけて弱まり，自我中接的活動を「サ}クノレj とする者も G1から G3で漸減するか

ら，サ}ク/レへの弱い関与 .~我罵辺性。① Gl から Ga で「下掛J 摺住者が減少傾向を見せ. r下

街・娯での交流麗」も調まるから，下宿・寮での練な人間関係と下溜生活を事受でき老いこと。侃

し「寮生Jは逆にG3で多くなる 9 類生の場合比前節①項でのベた磯制を過して非適応化が生じ

る事も多いのであろう号⑦SA'Aの理串としての「不満・悩みなし」がG3で多く，消極的理串

に基く SA'Aで為ること(この;場合の非j適応、化の機儲は(1)の第⑩項中の指構と岡じであ

(5) G1---Ga必要約

本軍では，SA. Aの維持〈懇北一般の阻止〉 どい予測因として，調い「転学 a科)芯

- 9 … 



表 5 7 F，)時 SA.B (仏-Ga)群における 2丹時 SAの予部国

項番号目 明 毘 G4+むE G4 G5 Ga 

n I x I SD n 1 x I SD n I x I SD n I x I SD 
l 大学溝足感 112 2.59 .88 27 2.33 .96 85 2.67 .84 30 2.60 .77 

6 講義の魅力産 112 3.45 .89 27 3.11 1.01 85 3.55 .82 30 3.67 .84 

11 サ クノレ関与震 74 2.12 1.15 22 1.77 .92 52 2.27 1.21 18 2.00 1.09 

12 i友人 京 人数 108 2.54 .78 26 2.19 .90 82 2.65 .71 30 2.70 .95 
13 |関部 適 ~感 112 2.30 .70 27 1.96 .76 85 2.41 .64 30 2.43 .77 

16 対 適 員三 感 109 2.03 .74 27 1.85 .72 82 2.09 ‘74 28 2.29 1.01 

17 !家族 交流度 105 2.36 .82 26 2.15 .79 79 2.43 .81 22 2.68 1.00 

18 時える時間 112 2.91 1.01 27 2.70 1.17 85 2.98 .95 30 2.50 1.04 

19 報 1 立感 112 3.28 1.14 27 2.74 1.10 85 3.45 1.11 30 2.97 1.16 

21 生きがい・充興感 111 3.06 側69 27 2.82 .62 84 3.14 .70 30 3.00 .79 

22 13 月学業への窓故 112 2.28 .96 27 2.00 .92 85 2.37 .96 30 2.27 .98 

23 まで 出席意欲 112 2.08 .89 27 1.78 .75 85 2.18 .92 30 2.13 .90 

24 の トクノレ関与意欲 112 2.55 1 27 2.07 1.36 85 2.69 1.24 29 2.52 1.33 

25 展望 3定友 〉意欲 エ12 1.81 .83 27 1.48 .64 85 1.92 .86 30 2.00 1.05 

総括的鴻町、感 (SA) 112 3.00 .00 27 3.00 .00 85 3.00 .00 30 3.00 .00 

性)1. r比較J嘱;マイナスは，より背史的反志ほど2丹時SAが否定的になる逆機能的関連。数値は t
2. r漸増・減J轍;プラスは G4から G告にかけての平地檀瀬場，即ちより肯定的支部ほど2月時SAが

向j，強い「サ山グ/レ関与度j，島設中;接的な準拠集記としての「サ』クノレム強い「下窓・娯での

交流畏j，f生きがい・充実感J，SA' Aの理由として「不満・悩みなしJという消概的理由を記

しない事の計6 された。また，く弘前〉大学や学部への満足感，サ}クノレ・交友と

いった学生生活のインプォーマルな局面への議握的関与とそれ広よる自我支持 7丹までの関何ら

かの自我関与的活動をもち，強い「生きがい・充実感j を感じ，人生指針も確立的なこと，おら

に 3月までの自標活動の喫現に過大な期待をもたな 等も SA'Aの懇北坦止の関連要思で

ある事が知られる。しかし人生指針はついては，その確立への強い関心はSAの3への悪化はもた

らされにくいものの， Aを誰持するかCに悪化するかの両極化がもたらされ易しその確立への強

い自我関与はCへの悪化をもたらし易いから 7月時のSAがAで、為る者にとって，

への強い構えは 2月持SAにマイナスの翼手響を与える場合が多いと見倣すのが妥当であろう。

また，学業や講義への関わりや意欲は2月持SAとの関連が弱いことも注自されるa

現-2 7男草寺中間的組応、群におiする 2月時総括的適応感の予測図

7月時SAがB(f中間的適応度々である G4-Gsについて 2月時SAに予讃u的関連をもっと

思われる 7月時の反応、を求め 2月時SA拡関連する生間控関手本告IjとそのSAに対する機拙を考察

する。比較結果は表5・糠8に一括表示した。

- 10 



一五段譜評定項目一

比

Gd十G6 態化・改善一維持要因

n I x I SD GIi: Ga 
115 2.65 .82 

115 3.58 .83 

70 2.20 1.18 

112 2.66 .78 

115 2.42 ー68

110 2.14 .82 

101 2.49 .86 

115 2.85 .99 -2.28* 

115 3.32 1.14 一一2.00*

114 3.11 .72 

115 2.34 .96 

115 2.17 .91 

工14 2.65 1.26 

115 1.94 .91 

115 3.00 .0合

値。 opく.10，*<.05，材く.01。

肯定的となる。

G4: G~ 

1.740 

2.27* 

1.71 0 

2.64* 

3.00州

2.89材

2.16* 

1. 720 

2.04* 

2.19事

2.33家

(1) SAの維持一悪化の予測図

較l

非適応化要因|適応化要国

G4: G6 G4+5: GS 漸増・減2 G.:Gd+自

1.75。

2.22* 十 2.53* 

2.010 + 2.67本*
2.27* 4明 3.05判

1.810 →明

1.96* 十 1.760 

-1.950 

2.39ネ

1.920 

2.05本

2.53翁

3.53** wト

らと G惑を分化でき， Aへの改曹の可能性を無視した場合ιSA・'Bの維持かCへの悪化か

もつ皮誌は，豆設潜評定現患の 2反応〈表引と，その龍項言 2ffiJ;言、〈諜6)

4反応、である合これらから SA.Bの悪化粧止にかかわる?月時の特徴的な生活空間体制とそむ

機能は次の 3現にまとめられようaφ自我中核的準拠集団として「高校期の友人Jをあげる者が

らで少ないことから，高校期の女人在最もかけがえのない人としないこと o 高校期の友人との接

しくなるし， もし友人も弘前大学に在学しているとしても青年期後期の価儲観の変容に

との関の心理的距離は大きくなろうし，更に，高校期の友人に宣教すること自体，大学で

の新しい，共通の舘{亘態度をもっ友人との出会いがまだ体験されないことを示唆するから 7月以

降彼等からの支えはますますえにくくなるく部ち，自我中核的額域での人諮非適応が深まる〉し，

それ故に，生活空間帯造の捜麗的な再繍も迫られやすくなるという機制を通して 2月時のSA.

Cへの態化が準備されるものと解される。②学部進学後の最大の自我関与的活動として「学業」を

G5で少ない事から，学部移籍後に学業に力をいれるとする構えが弱いこと q 一般に教

tまインフォ」マ 学部で学謙恥むにといった，教礎部のモラトリアム

性が54年度新入生で強まっているく譲鵜廷か 1981. 

として救難部を金量づけることは 7月時SAがB

← 11 
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Cへの悪化要罰となることがここから



表 6 7月時 SA・B (G4~G6) 群における 2 月時SAの予測因
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項 回一{
反

示唆される。①人生指針の「考える時間の多少」と「確立感」でふがより否定的反応になる逆機

能的関連が見られるから，生き方や人生指針探索への弱い関心と弱い確立感。なお，弱い関心・弱

い確立感はく2)・(3)で見るように， SA. Aへの改善を阻みBを維持する要因でもある。

(2) SAの改善一維持の予測因

G4とG5を分化でき，悪化の可能性を無視した場合に，SA. Aへの改善かBの維持かに予測

的関連をもっ反応として，五段階評定項目 6反応〈表5)，その他の項目で 14反応と 3合成カテゴ
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一富岳部述・選訳式項富一

比

懇化・改帯一維持獲器

G5 : G6 I G4: G5 

較2

非適応化要因 i 
G4十時 ! 鱗 a

u

…
 

困
一
け
一

昨
ぐ
…

G
一

暢
F
&
w
l
帽
ω

・・一

レL
M

一
4

一

r
4
t

一、
Z

一

占

心

一

一

!
!
;
 

嬢
一
何
一

G4: Ge 

く 2.850 〈 < 2.980 
く 3.000

> 6.65料 I> 3.給水 I > 8.27* I > 5.52* 

> 4.04* 
< 3.65* 

> 4.10* 
< 3.790 

> 4.92* I > 3.280 
< 3.300 

> 5.16* 
く 2.960

く 3.630 I < 4.330 
< 4.29* I < 5.35* I I < 6.97* I < 5.21* 

> 3.340 

く 4.29*

> 2.840 
< 2.820 

く 5.68* I < 4.56* 

> 4.13* 
く 4.59*
〈 4.12*

I > 5.29* 
< I < 2.99。

> 2.880 
< 6.01* 
< 4.47* 

> 4.82* 
I < 3.810 

I > 2.880 I > 3.93* 
I > 4.47* 

く 3.300

く 3.010 I 

一一」一一一~_L主 2.8竺一
I > 4.06* 

く 4.77*

く 2.950

> 4.470 I > 
〉

< 2.9む。
く

〈

> 3.360 
> 2.970 

> 8.16* I > 8.11** 
〉

> 8.16ホ > 8.33'州

> 2.88。
く 3.050

〉 ι22水 I> 2.910 I > 4.270 
< 3.530 

期待度数三三0.5の細胞があるため検定刷用不能で、あったことを訊す。

リ‘蜘剛剛岬剛網

φ「大学満足悪Jより，大学学:への強い満足感 G仏4で 4月'""7 fJの畠我関与的活動が γなし

+無答J く r生きがい・充実感、J も強いことから， 7 jjまで広告司らかの強い岳我関与を伴う

活動を展開し，そのことで自我支持され充実j惑を感じていること o 7月までのアイデンティテイ}

の形成が後のSAにプラスの彰響を与えると解される。但し rゃったかったができなかった事」

が「なしJ. rなし十紙答」も G4で少ないから 7月までの自我関与的〈館擦〉活動の全て
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った・達成されたとする認知は改善に結びつかないといえよれ全てが達成されたに らずSA

邑我中核的が諮にとどまっていること常体，さき該活動〈自標〉が宙技罵辺的であるか，

たるべき?課題がひそんでいることを示唆するし，また，全てが3ヶ月の短期間のうちに達成された

ことは内的省外的障揖の克服過程が単純であったとも考えられるから，強いアイデンティティー形

もたらしにくいのかもしれないaφ 「講義の魅力度Jr学業への意欲Jr出j宰意欲Jから，講義

陀よる自我支持と講義・学灘への護櫨的構え。高成績等，大学のブ汐}マノレな規範や「学業譲誌の

生活たるべきことJといった潜荘的規範に対する社会〈文化〉道路と，社会〈文北〉適応惑がえら

れやすいために， SAの改善に結びつくと解される。④が「友人数J多く「友人関係での適応

感」強く，友人の質として「きがねない友人」を持つ者が多く「遊び女連Jまでしかいない者，及

び「遊び友瀧まで+しゃべる翠度の友瀧Jは少ないことからベ 多い友人との円滑な関部と深い

友人の存在，それらによる深い自我支持申 G5では「ゃちたかったのにできなかった事Jとして

「交友Jを記述する者が，伊l数は少数ながらも，多く容に今後の γ究設への意欲Jも強いことか

ら，友人関保重視の構え。 @G4にサークノレ参加者が多く， rサ」クノレ関与度Jr関年意欲Jも強

く， 7 flどでも 7月現在も最大の自我関与的活動として「サ山クル・クラス活動Jをあげる者が多

い。即ち，サ}ク/レ参加やサ」ク/レ等の自治活動への自我関与。サ}クノレ無関及び活動自体拡よる

自我支持がえられ易いためであろう D イ旦し， rゃちたくなかったの認やらざるをえなかった事Jと

して「サ」クノレ，クラス活動Jをあげる者も G4に多いから，自治活動への探わりが必ずしも商売

的ではなく，義務的拘束的な関わちであってもよいと蓄えよう。これはは，義務的拘束的性格の課

題の達成感や社会適応、!壌によるSAの改善という機制が考えられよう c さらに，当初は拘束的課題

と認知Lて隙わるうちに，その領域への霞我関与が成立し，その領域に向けた主体的欲求が形成さ

れるといった故求の機能的自律 functionalautonomyな謀介とする SA攻善という機制も織らく

かもしれない G4は「人生指針確立感」が強く，現在及び今後の殻大の自我関与的活動を「人

ち，より

翻や回

見

-読書」とする者が多く，自設中核的活動に「人生観・世界観J探究を選ぶ者が多いq 郎

と，人生指針4 ・世界観議視の講え。侃し，道応改替の方法として，人生

山確立件「アイデンテイ‘叩剛確立」を記述する者はふに多い。人生指針や出 j擦の発

行自応改善」の最大の方法として選んでも，それらの発見や確立には:畏い経過が必要で

あろうから 2月まで認発見・確立をみてSAが改善するのはむずかしいと患われる。それに対し

て，その{患の適応改善の試みとともに人生指針・世界観の探紫を併行していくことが， SA改善の

なるものと思われる。また， (1)でもふれたように，強い γ人生指針擁立:惑けま， Aへの改善

あるとともは， cへの思北要菌でもある点に注窓されたい。 これについては(3)で考擦を加
えるοe学部移籍後に最大の岳校関与を牒盟している活動として γ単位取得・進級・卒業Jを記述
する者が例数は少ないものの G4で多い9)から，苧部進学後の大学制度に対する適応議視の構え，

あるいは， スムーズな滋級・卒一業への強い意欲。

(3) SA・Bの非適応化・適ttイヒ要剖

G4ナ G5と Go きSA.Bの非難拡化に関連するDZ応出，五段階評定項詰で l反応〈表

5 )，その{也の項自で G 反応、 1 合成カテゴリ~ (諜 6)であり， G4とG5仰いG6を分イじできる，SA' 
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1ヨの適拡イとの関連反応は，五段階評定項目で 9反応〈表5)，その他の項話で 15反足了、4合成カテゴ

ヲ〕である。これに加えて， G4---G6での漸増あるいは瀬減が見られ，適応化と非運JZ.化の双方に

関連する反応として次の 11反 2合成カテコーリ」が知られるo 五設階評定項簡では， r講義の魅力

度Jr友人数Jr友人関係で‘の遊JZ.l叡Jr家族との遊詩:感Jr対家族交流撲Jr交友への意欲」の5反

応、である〈表5)。五段階評定以外の項目では， G4--Gaでの増大(頃肉をみせるものユ反Jit、2合成

カテプジ減少繍向をみせるもの4反応、をえた〈表6)。

さらに， rG4とGaを分化でき G4から GaにかけてH壌に標本νベノレの漸増(減〉を見るJとい

う，五段贈評定以外の項目ι対する付加的規準によって， r下宿十詩潜り」農住， rゃちたくなかっ

たがやらざるをえなかった事Jが「なしふ 7月時の自我関与的活動「なし十熊答J，昌

拠集冨としての「大学の友人Jの計3反応1合成カテゴリ}で漸増，選応向上の方法が γわからな

い+無答Jで瀬減を観祭できるo

以上の比較結果を生活空間領域ごとにまとめると，まず，非運芯化・適言、化の双方にほぼ共通に

関連する生活控鴨体制jとして次の 6項が見出される。①了友人数Jと「友人関保での適応、感Jは

G4で強く .G4から Ga~とかけて次第に弱まり， r交友への意欲JはG4から Gaにかけて弱まり，

「やりたかったができなかった事J を f交友J とする者が類滅 r友人の質J では全体的~t:. G4が

深く G告が浅い紫にとどまる傾向を見せる1へこれらから，交友重視の補えと，深い友人も含む広

い交友とそとでの適応、感・白抜支持感。但し，自技中接的準拠集問を「大学での友人Jとする者は

仏から G6にかけて漸増しているから，大学での友人を詣我の中接官sにまだ定位しないこと。入

学後3ヶ月の時点での「大学の友人」を中核部に定位するのは尚早だということになろう。①「や

りたくなかったがやらざるをえなかった事」を「なし」とする者がG{から G6にかけ瀬増し rな

し十無答」で Gsが多いから， {可らかの義務的拘束的課題があり，その達成にぷ向し

的でない課題をひきうけそれに遥臨し達成しようとする構えは，学生生活に限らず生活の円滑な膝

もので為ろう。そのような課題をひきうけた体験が適誌化と非議拡化担止とに関連する

のは首肯できるところである。①「寮J居住者に G4が多く G6が少なく r下宿J又は「下宿十開

催ち」の場合は， G4で少なくくゐで多く漸増も縞裂される。これらから，

り生76ではないこと o 7丹時SAが3の場合，難生活による

規出jや適応への正の梓在とそれへの適応が対人関係一般への対処レディネス (readineS8，準備態

として機能したり，密な人間関努による支えがえられ易いといった機器jが，適定、(ヒと

拒止とをもたらしやすいのだろうか11)。④「支~J 家族漉定、感J は lらから G惑にかけ-次第に弱まち，

「対家族交流境」では G4が強く ，Gsにかけて弱まる。ここから，家族との密で円滑な関係とそ

れによる自我支持。@適応改欝の方法が「無答JでG-!が多く， G6 ~こかけて減少関向も克られ，ま

た「わからない十無答Jで漸減が鱗察されるから， SA. Bからの改善方途がまだ明i寵{とされてい

ないか2 性急な改善をはからない余絡の存在。 SA除 Bは， cとは異なう非適応惑が強いわけでは
なく，t.sしろ，欲求体協Ijや舘寵態度体系が米整理であることを示唆する。かかる状態には性急、さよ

りも着実な体制化が望ましいのであろう o①卒後瀧路を「就職」とする者がらに少なく，ふか

ちらで漸減しているから，卒業後就職への志向。
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以上計6項が，適応化要因であると同時に，非適応化阻止要因である。

これに加え， SA. Bの非適応化のみに関連する生活空間体制として次の 5項がえられる。①4

月"""'7月の自我関与的活動「なし+無答」が G6にかけて増大傾向を見せ 7月時自我関与的活動

「なし」がらに多く「なし+無答」も G4から G6にかけ漸増するo以上から，自我関与対象に

乏しく自我関与的活動を展開できないでいること o ②「講義の魅力度」より，講義による自我支持

が弱いことo①「人生指針を考える時間」が G6 で多く，人生指針探索への過剰な関 JL~o ④例数は

少ないが卒後進路「家業・家事」がG6で多く 12) 家業(事〉志向。これら①~④を備える生活空

間体制が非適応化を来し易い。

これに対して， SA. Bの適応化をのみ生じ易い生活空間体制は次の 4項にまとめられよう o ① 

G4で「生きがい・充実感」強く 4月"""'7月の自我関与的活動「なし」及び「なし+無答」が少

なく["""やりたかったができなかった事」でも「なしJ["""なし+無答」が少ない。また7月時自我関

与的活動「なし+無答」ではふから G(Jでの漸増が観察される。以上より，何らかの強い自我関

与を伴う活動の展開とそれによる自我支持感・充実感。但し 7月までの目標活動の全てに関与

し・達成したという認知をもたないこと。これらのSAへの機能は，本章(2)②項に同じ。② G4が

強い「講義の魅力度J["""出席意欲」をもっ事から，講義による自我支持と出席への積極的構えo① 

G4で，サ」クノレ参加者が多く ["""関与意欲」も強い。また 7月まで及び7月時の最大の自我関与

的活動と Lても，また「やりたくなかったがやらざるをえなかった事」としても["""サ」クノレ・ク

ラス活動」をあげる者がG，Iで多い。以上から，サ」クノレ参加やサークノレ等の自治的活動への強い

自我関与と，サーグノレ集団・活動自体による自我支持。なお，それら活動への係わりが自発的では

なく義務的拘束的であっても構わない。この 2月時SAは対する機制は本章(2)の①項で述べた通

りである o ④ G，Iは「人生指針確立感」が強く 7月時及び今後におし、て「人生観探索・読書」に

最大の自我関与をしている(していく〉とする者が多いから「より確立的な人生指針と人生観や自

己の探索への強い構え。

なお["""人生指針確立感」はG5に比べ仏と Goで強く(表5)，S A . Bの維持か他段階への

移行かの一般的な予測因と考えられるo この時点でのより確立的な人生指針に沿ってその後の生活

が展開できたり，その後の生活への将来展望形成が可能で、あった場合にはSAは改善し易く，逆

に，それらが不可能である場合人生指針再編が迫られたり，人生指針と生活のjft離が生じて SAは

悪化L易し、ωであろう o そしてこの時点での人生指針確立度が弱い場合は，このいずれも生じにく

くSA.Bが維持され易い。

また「友人の質」に関しては各選択肢への反応を詳しく見れば非適応化と適応化の要因とは微妙

に異なってくる。「親友とよベる人」を作れているか否かは非適応化・適応化のいずれにも関連が

弱く["""きがねない人はいる」場合は適応化し易いが，いなくとも非適応化し易いわけではないの

に対して["""遊び友達」までしかいない場合や「しゃべる程度の友達」しかいない場合には，適応

化しにくく，非適応化し易いと言える o

(4) G-l""G6の要約

SA.Bの悪化と改善の双方に関連する反応として「人生指針を考える時間の多少」があり，
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SA.Bの非適応イとと適正、化の双方花関連する生活 体制として，探い・豊かな求人関課，

義務的 e拘東約課題や規制への適応体験，家族による自我支持，卒諜後就職への志舟山などがあげ

られ，また 7丹までに何らかの自我関与的?苦難在接関できたこと， ア丹時のサクノレへの強い自

税関与，講義による自我支持なども，非適応イヒと適rc;化に共犯関連しているα

改善・態化要因も含め概観すると，友人や家族からの支えが重要であり，更に，自我関与的活動

の接関など 7月までにアイデンティデイ}形成過組が進行している事が 2月時SAにプラスの

影響を及ぼす合しかし人生指針確立のために強い蔀我関与をもって探索を進める事こそ望ましいと

替えるものの，人生指針探索への関心や確立感、が強い諺合2月時SAがA又はCに両極イヒ

って，単なる関心や謹立勝、ではなく，具体的な探索行動や補強が望まれよう。また，所鳳満足感

の強弱は後のSAに大きな影響を与えず，講義・学業といった大学生活のフォ」マル鴻菌への関わ

りや意欲，サ」グノレへの関与などが強い場合はSAは改善し易いが，縄くとも悪化するわけではな

も示された。

]J[ -3 7月時非適応群における 2月時総括的藷応感の予測臨

7月時SAがC(I非適応、J)である G7-G9について 2月時SAの予測函たりうる茨広を求め，

2月時SAに関連する 7月時の生活空語体制を考察したい。比較結果は表7・表8の溜りであるa

SAの改静一般-維持の予測国

表7・8より，五段階評定項患での 2反応とその他の項閉での 4夏応、が G7十GsとGgとを分化

でき，それ故，SA' Cからの改善改藤一般かCの経持かに予測的関連をもっと知られる申このう

ち r全体的遺志予想、Jのみが， G7及が GsとG()とを共に分化できる，改善一般の鋭どい予澱器

となる。

これらから SA'Cからの一般的な改議要盟となる生活空間体総とそのSAに対する機能を探

ると次の3璃がえられよう。 φ「サ}クノレ捗加」者がら広少なく， サ‘‘h匂匂-嶋剛剛網剛叩網

毘.活動自体による詣我文持o ② γ力をλ入、れたいことの突現見込Jr全体的適;諾正窓五E志白;、予?殺限Jより， 自我

閤標の達成や適応改善の展望をもつこと SAがCの場合，要求水準が器いために達成感

ゃ γ改善」感がえられ易いのか，戒いは， SA' Cからの脱出への強い動機づけが目標達成や適応、

改善への試行者成功させ易いのだろうか。①SA事 Cの現出として「大学外の環境条件

居住先・構‘態土等)J及び「大学の嶺1J]j支・実態」を記述する者がG9に多く，いわばややくマク

ロ〉な環境条件への不適拡惑による SA'Cではないこと 9 それら環境条件を傭人が改変するのは

誼く器難であるために， Cからの改替が生じにくいのであろうか母

以上3項のうち，①@は G7・仏比較でも成立するAへの改替に強く関連する特徴でもある母

(2) SAの灘litへの改善一維持の予震j認

G7とG9を分イヒでき，SA' Cの維持か，改善するとすればAまでの改善がありうるかに予測的

関連をもっ反応は，五段階評定項爵のら反応〈表7)，その他の項目の7反応、〈表8)の計12電反応、

である。これらから， C"/Jか込らA'̂

なお，①①は，鵠館の①②と全く問ーであるφサ}クル参加とそれによる酪我支持。①今後の自我
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灘 7 7丹時 SA. C (G1-G9)群における2月時 SAの予翠，IJ関

害
瑛 期 G1十G謹 G1 Gs Gg 

n I x I SD n I x I SD n I x I SD n I x I SD 
7 
講の畿関係と
ついていける 35 2.77 .88 11 2.18 .75 24 3.04 ‘81 21 3.00 1.∞ 

8 出席牒 35 2.54 .89 11 2.18 .87 24 2.71 .86 20 2.95 1.19 

141下宥績での滴応態 22 2.82 1.01 7 3.57 .78 15 2.47 .92 16 2.63 1.03 

20 生活の納得感 17 3.77 .90 6 3.33 1.21 11 4.00 .63 11 4.18 .98 

23 自 j需 1ま 欲 35 2.57 1.24 11 2.36 1.50 24 2.67 1.13 21 2.14 .85 

26 カのを実入れ現た見し 惑込 28 2.32 .77 9 2.00 .71 19 2.47 .77 16 2.81 .98 

27 全体的適応予想 35 2.71 .57 11 2.55 .52 24 2.79 .59 21 3綱24 .63 

総揺的適応j寵 (SA) 4.03 .17 11 4.00 4.04 4.19 .40 

性)1. r主主較J欄;マイナス比より肯定的皮j芯ほど2月持SAが否定的となる混在機能的関連。数鍍は t
2. r漸増・滅」欄;プラスは G1からG習にかけての平埼髄瀕増，郎ちよち嘗史的反感ほど2月時SAが

表 8 7月時 SA. C (G1-G9)群における21.1時 SAの予瀦関

項 自 反 応、l G1-トG8 G1 G8 G事 G8+G9 

n =35 n=l1 n=24 n =21 n口 45

摘不満の理街|学部学科非適応 1 (2.9%) 1 (9.1) O (0) 4(19.1) 4 (8.9) 

サリ引[やってしる
やっていない

20((57.1〉〉
15(42.9 83〈〈7227..73〉) 12〈〈5500.90〉〉12 

6〈〈?ml.6〉〉
15(71.4 2187〈〈4699.齢0。〉〉

友 人 の 質 I(親き友が十な数がねない人〉
ねい入がいる

2251〈〈7601..4G〉〉 10((90.98〉〉9(81. 119〈(5422..49〉〉 26(〈4576.8〉〉
21(46.7 

富我関与的活動(4'月-7月〉なし十無答 11(31.4) O (0) 11(45.8) 6(28.6) 17(37.8) 

で設なかった事 友 2 (5.7) 2(18.2) G (0) 。 (0) G (0) 

やえならかざっるた事を な(なし十無答し〉
16〈〈451l)) 
20(57. 

3〈(27.3〉〉
4(36.4 

13((6546.2〉〉
16(66.7 

14〈〈6761.7〉〉
15(71.4 

27((6608.0〉〉
31(68.9 

自我中桜的活動 な し 5(14.3) 4(36.4) 1 (4.2) 1 (4.8) 2 (4.4) 

S A 自由選択 大学の制度・興態 2 (5.7) 2(18.2) O (0) G (0) O (0) 
.c 

大大対学学の人寵外!度関環・実態境係 1491(((Z13151..474) 〕) 1603(((214251..5。7)〉) の 12(971〕〉) 9(((4442779〕〉) 12{33 多肢選択 3(27.3 10(47.6 16 
理串 1 (9.1 10(47.6 20 

溜応改欝方法 環 境 謁 整 5(14.3) 4(36.4) 1 (4.2) 1 (4.8) 2 (4.4) 

注)1. 十 〉は合成カテゴリ~

2. r比較J欄;!数鑑は X2鑑。 r傾向J繍を操教 df=10 o<P.1O，濃く.05，判<.010
3. r1顎向J調;数値は五ま値(-，012=コ.43)0<は減少額拘，くは増大額拘。ーは，値は脊意だが，期

一時一



一五段階評定項目-

Gs+Gg 改善

n 1 x 1 SD G7+8: Gg 
45 3‘02 .89 

44 2.82 1.02 

31 2.55 .96 

22 4.09 .81 

45 2.42 1.03 

35 2.63 .88 工.790

45 3.∞ .64 3.14** 
45 4.11 32

11 

髄。 opくよ0，*く.05，**く.010
曾定的になる事を示す。

一由自配述・選択式項目ー

比

比 較1

維持要因 応反化要因

G7: G9 Gg: Gg G7: GS G7 : G8+9 漸増・減2

2.31* 2.91本* 2.83事*

1.820 1.870 ÷ 
-2.08* -2.62場 一2.56本

1.730 

-1.700 

2‘工合第 1.940 ÷ 
3.05場指 2.4工場 2.15家 + 

÷ 

較2

政善一維持要因 i瀦応化要因

G7州 :Gg G7: G9 Gg: Gg G7: Gg I 8，ト9 傾 !向3

く 2.94。

> 4.31* > 4.07本 > 5.87事
< 4.31* く 4.07鶏 < 5.87潟

〉 > 4.730 
> 3.010 〉 > 4.620 

く 5.38* く 4.3工業

> 3.000 一

< 3.060 < 4.510 
く 2.720 < 4.100 

> 5.72本 > 4. 拐事 > 8.82榊

> 3.000 

< 5.邸機 く 3.840 < 7.32* 
< 2.810 
< 3.200 < 3.330 < 4.880 

> 3.330 > 4.03* > 6.37.4< 

待度数::;;0.5の細胞があるため検定適用不能であったことを示す。
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関与的言壌の連成や適応、改善命展望をもつこと。①G7で臨我中接的活動が「なL-Jとする者が多

いから，まだ畠我中核的な (rかけがえのないJ)活動を限定しない探索的態度。何らかの自我中核

的な活動を追求対象としてもちながらもSA'Cであるとは即ち，その活動が強くプラストレ}ト

されているか自我中較的活動と他の諸活動の関の強い葛藤の帯夜を示唆する。従って， SA' Cの

場合まだ畠我中核的活動を決定できない状態が寧ろ 7丹以障における決定とその展開を契機とす

るSA改善をもたらし易いと解される。 @G7に「やりたくなかったがやらざるをえなかった事J

を「なしJとする者が少ないから，義務的・拘束的課題の存在とそれへの適応・達成の体験。①

「講義についていけるJr出席度Jよち，講畿への遺志、感。雷うまでもなく「ついてこれることJ

ことJは，大学〈教官〉が学会長に課する中心的要識のひとつである。それ故，とのこつ

の要件をみたしてきたとの昌己認知は大学における社会〈文化〉適応惑をおしあげ，それがSA.

Cの者にとって人格適応、感を改馨する機能をもつのであろう。 @G7紅「気がねない友人がいる」

が多い。偲し，r親友」の有無では護は認められない。従って，親友の有無は関わず， rきがねない

友人Jをもつことiヘ彼等からの支えがSA改欝に有効であろうし r親友Jまで深まっていく可

能性も大きいからと解怒れる。①G7で「下潜・寮での適町、感Jが弱い。即ち，r摺・寮での非選
応、の存在。もしくは下宿・寮への強い適応、がないこと。削岩はく宿がえ〉広よって解諮が可能であ

ろう。後者については，強い適正、とは， SAがC託j議事ない学生生活が下宿・寮での灘拡託よっ

て辛うじて支えられていることを意味し，学生院とっての本業よりも響ろ下寝・寮生活それ自体が

由設の中核部を占めることになる結果，本業からの疎需j惑が強まり社会(文化〉非灘応、感を経て

SA'Cに醤まる， とLい、寸う機蔀制jも考えることができるo @適応改善の方法として「環境調整Jを記

述する者が G7 拡多くし，外界への鋤きき~tJか為けや環境変吏拡よる適応応、改善への機え。「環境諌整J 以外

のカテゴリ ‘い~胸剛附聞.働剛剛網叩

更，生活リスeムの変容といった内的課整が主であるから，内的調盤よりも外的調整を重視する講え

と括り産してもよい。

(3) SAの中間的組;応度への改善の予測菌

GsとG9を分北でき，Cの離持か改議するとすればちまでの改善がありうるかに予灘的関連をも

っ反応として，五設譜評定項闘の 2JJiJo (衰の，他現自の 2反応(義的が見出される。これら

から. Bへの改善要国となる 7月時生活空間体艇として次の3琉がえられる。 φ「出席意欲Jが

Gsで弱く，出席への強い構えをもたぬこと。「出席」は学嫌にとっては周辺的探題であろうし，閤

難な課題でもあるの潤辺的課題のみ拡溜応、できたとしても，深い社会〈文イヒ〉適応、j惑はえ広くいで

あろうし，外的・溝辺的な課題への結長づけは，却って内的・自我中接的課題への焦点づけに聾害

になるとともあろう。吏に強い出席意欲と出席できなかった現実との落差もSAの改替を阻むもの

と解される。①例数は少ないが，所属不満の理由として「学部・学科との聞の卵瀧誌感」をあげる

者15)， S A . Cの理由〈多政選択〉として「大学C制度・央態Jを遷ぷ者が共にGsに少ない。従

って，大学の縦波や学部・学科への不満や非適格膝が意識されないこと。学部・学科との現典的接

触誌学部移籍後 (2年次〉に開始されるために 7月時点での学部・学科への不満・非漉応、j惑を2

月までに現実的に再吟味するのは難かしいであろうし，そのような所属を選んだ離の昌己受容も器
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難であろう o そのためにSA.Cからの改善が生じにくいものと思われる。①「全体的適応予想」

より，適応改善への展望をもつこと o

(4) SA. Cからの適応化要因

G7+G8 とらを分化できる反応は，五段階評定項目 6反応(表7)，他項目 6反応3合成カテゴ

リー(表8)であるo これに加えて， G7.-.G8での増大傾向を見せる 3反応と，減少傾向をみせる

2反応も適応化要因となるo なお，G7から G9にかけての漸増(減〉という規準ではじめて拾われ

る反応は皆無であるo

これらから 7月時のSA.Cから 2月時にAへ適応化することに関連する生活空間体制として

次の8項がえられよう o ①G7で，4月.-.7月の自我関与的活動「なし+無答」が少く rやりたく

なかったがやらざるをえなかった活動」の「なしJrなし+無答」が G7で少なかったり ，G7から

G9にかけて減少傾向が見出されるo 以上より 7月までの何らかの自我関与的活動や義務的拘束

的活動の展開と，それによる自我支持文は達成(課題への適応〉感による自我支持。②「講義につ

いていけるJr出席度」から，出席率も高く， 講義に対する学力面での適応感も強いこと。即ち，

出席や講義への適応感。このSAへの機能は本章(2)第①項と同様。① G7にサ」クノレ「参加」者

が多く，サークノレへの参加とサ」クノレ集活動自体に・国よる自我支持。④「きがねない友人はい

る」及び「きがねない友人+親友あり」がらにかけて漸増し16)，r S A . Cの理由」を「対人関

係」とする者がG7で少ない。即ち，深い友人の存在と円滑な対人関係。①「下宿・寮での適応感

がG7で弱く，下宿・寮生活への強い適応をみせていないこと o このSAに対する機制は本章(2)第

①項に同じ。①自由記述による rSA.Cの理由」において「大学の制度・実態」を中心の訴えを

なす者がG7に多い。この反応はG7.-.G9全体で 2例に留まり 17) 多肢選択による rCの理由」で

は「大学の制度・実態」は逆に G9にかけた増大傾向が認められる。従って，大学の制度・実態を

SA.Cの唯一の理由として鋭く意味づけている場合は中核的自我における自費から免れやすかっ

たり，く大学>の受容とそのような大学にいるく自己>の受容とを分離して，く大学>を非難しな

がらも自己受容を進めていくこと，等を通して適応化し易い。それに対して，制度・実態の不満が

他の理由とともに意識されたり，鋭い焦点づけがない場合は適応化しにくいのであろう。後者の場

合のSAに対する機制は本章(1)第①項の指摘が成立しよう。①適応改善方法を「環境調整」とす

る者が G7に多く，外界への働きかけや環境変更による適応改善への構え。この機制は本章 (2)第

③項に同じ。なお，①①を併せると， SA. Cを巡る環境への鋭い原因帰属も適応化要因であると

考えられる。③「人生指針に照らした生活の納得感Jr力を入れたい事の実現見込Jr全体的適応予

想」より， SA. Cの生活を人生指針に照らして受容し，かつ，人生指針に沿った生活展開を試み

る構えと，自我関与的目標の達成や適応改善の見込みをもつこと。換言すればSA.Cの「受け留

め」と， 目標実現や適応改善への展望形成o

(5) G7.-.9Gの要約

本章では， SA. Cの改善一般(維持阻止〉の鋭どい予測因として強い「全体的適応予想」が指

摘された。また強い「力を入れたい事の実現見込」も改善要因であり，今後の教養部生活への明る

い展望が築けているか否かが重要であると示唆されるo さらに，サ」クノレ参加，深い友人の存在な
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ど学生生活のインフォーマノレ局面による自我支持や 7月までに何らかの自我関与的活動を展開し

てきていることも 2月時SAにプラスの影響を与える。しかし，下宿・寮生活への強い適応は逆

にマイナスの影響を与える。フォーマノレ局面に関しては r所属満足感」の予測性は弱いが， SA. 

Cの理由や所属不満の理由として「大学の制度・実態Jr学部・学科との聞の非適応」をあげる場

合にはSAは改善しにくく，所属(大学〉への不満が意識されている場合(但し，鋭どい焦点づけ

のある場合は除く〉には後のSAにマイナスの影響を及ぼすと言えよう。しかし，講義との聞の相

互適応(魅力を感じついていけ出席度も高いとの自己評価をもつこと〉はAへの適応化要因である

事が注目される。他方，今後の「出席意欲」は部分的にではあるが， SA. Cに留まる要因ともな

る。

なお， G1--G3， G4--G6においては「人生指針」に関する諸項目で2月時SAに対する予測的関

連が度々指摘されてきたが， G7--らでは「人生指針」と 2月時SAとの関連は全般に弱い。しか

し， SA. Cの生活を人生指針に照らして納得できるほど適応化し易く，全体的な人格非適応感を

「受け留め」る構えが重要であると示唆された。

1II -4 7月時における反応・生活空間領域の予測性に関する横断的分析

これまで我々はG1--G3 • G4--G6 . G7--G9のそれぞれについて，縦断的な比較によって SAの

維持-移行，適応化・非適応化の要因を考慮してきたが，本章では，反応・生活空間領域ごとに 2

月時SAへの関連性を横断的に検討していく。前章までの比較のいずれかで「差J(増大・減少傾

向，漸増・減を含む〉の指摘された項目・反応をぬき出して r差」の方向性を表9・表10に示し

た問。但し 7月時SAが特定段階の者に設問した項目 19)は省略し，合成カテゴリーも「なし+無

答」以外省略した。

以下(1)(2)ではG1--G3 • G4--G6 . G7--G9の三クラスター中の二つ以上で予測性ありと見倣さ

れた項目・反応をとりあげ，(3)では主な生活空間領域・体制に注目して， 横断的、に検討を加え

る。

(1) 三クラスタL にわたる予測因

7月時SAの如何を問わず 2月時SAに予測的関連が見出されたのは，五段階評定以外の項目

における 2反応のみである(表10)。

まず，サークノレ「参加」者は三クヲスターの全てで 2月時SAがより肯定的であるという関連が

見出される(r非参加」者は逆〉。サークノレ参加による集団や活動自体からの自我支持が 2月時

SAにプラスの影響を与えると解される。小野 (1982)は，中学・高校におけるクラプ活動の機能

を考察する中で r一般社会に近い複雑な人間関係への発展Jr創造活動を生む事Jr創造活動を共

にすることによる信頼関係・友情がその後の社会化を支える」等を指摘しているが，大学生におい

ても，サークノレ参加は自我支持機能とともに，人間関係一般のスキノレと創造的活動へのスキノレを人

格に定着させ，その両者を媒介としたく大学への社会化>を準備し，その結果，大学における社会

(文化〉適応感をおしあげる機能をももつのかもしれない。また山田ら (1980)は九州大学卒業生

に対する学生生活の回顧的満足感の調査から，大学生活における「集団(特にサークノレ・クラプ集
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加 G1-a， G4司令 G7陶 g欄は，漸場〈減〉を示す。
十 2丹時SAへのI1闘機能的関連〈より肯定的反言、法ど2月時SAがより脊ヌ較的)。
一 2丹時SAへの逆機能的関連(より否定的反応ほど2月時SAがより宵史的)。
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せと媒介とした格五支持・相互書発」が満足j惑の理由として高く評寵されていると報告し.r大

学生活に麓寮なこと」として「学生会員が何らかのサ」クノレに所購Jするのが望まれる智を特記し

ているが.<卒業生〉のく由観的〉適応惑に誤らず，<在学生〉の〈現時点の>遺志感にとって

も，サークノレ体験とその中での相革支持・相互啓発が広く SAにプラスの機能を果すといえよう。

次に 4月--7月の自我関与的活動「なし+無答」者は詑グラスタ」の全て拡おいて2A持SA

がより否定的で為るという際連が認められ 7月までに伺らかの強い詣我関与在伴う活動を明確に

展開していることが 2月時SAにプヲスの選手響を及ぼす。入学後の 3ヶ月を，強い自我関与的活動

をもたぬまま，あるいは，明確化できないままに過してしまうことが，大学生としてのアイヂンテ

ィテイ}模索~確立に逆機能を及ぼすと替えよう o

。〉 ニクラスターにわたる予誕盟

ニク ヲスタ‘知蜘-刷闘帥一醐耐働

応〈表 9). 弛の項自での g反応(茨10の〉であるo うち G1--G仏芸と G4-G6のニクラスタ‘‘伽伽網剛剛叩網剛網

るものが計12.5反芝応.G4--G6とG7-G9については 6反応.G1---GaとG7---G脅についてが2

設る。

先ず G1-GaとG4--G6，部ち 7月時SAがAとBの者双方において予測的関漉が認められる

12反応、を生活空間領域にそって述べると次の通ちである。

「大学講足感Jが強いことはSA'AとB双方の 2月時SAv乙プラスの機能を果す。インブオ」

マノレ局面では， rサ‘クノレ関与度」と「関与意欲」が強いこと，また「友人数Jへの自己評髄と

人関係適応感Jが宵想的なこと.r対家挨交流度j が強いことは. SAがA・B双方の2月時SA

にプラスの機誌を果す。また強い「生きがい・充実感、」もA.B双方にプラスの機能を果してい

る告しかし，居住形態，人生指針・人生観への強わり方は 7月時SAがAとBとでは異なる影響

を2月時SAに及認す。岩住形態では.r下宿」の場合?月時Aの者にはプラスの機能，日の者に

はマイナスの機能が果され.r寮Jの場合Aにはマイナス Bにはプラスの機能が示される。人生

指針・人生観に関しても 7月時最大の自我関与的活動として「人生観・読審」を記述すること

は 7月時SAがAの者にはマイナスの機能， ちの者にはプラスの機能を及ぼす。「人生指針を考

える時開Jは，それが多いほど， SAがAの者はAを維持することも，逆広.Cv乙非灘首、化するこ

ともありえ，少ない誌どBへの悪化拡とどまりやすい〈表3参照のこと〉が 7月時Bの者で拭マ

イナスの機能のみが見出されるor人生指針確立感j では，確立的なfまどAの者はAを維持し易い

が Bの者法A又はCtこ移行し易い。

要する拡 7月時SAがA及びBの者にとって弘前大学入学への強い満足感，サ}ク/レ・友人・

家族といった大学内外のインブオ」マルな対人関係領域へのまい関与・交流やそこでの強い適応

全体的な強い生きがい・充実惑が 2月時SA拡対してプラスの機能を果すが，居住形態や人

生指針~生き方趨立への強い関心・自我関与，護立度は 2月時SAに対してマイナスの機能をも

含め多畿的な関連をもつことになる。

G4---G6とG7--G9，即ち 7月時SAがおとCの双方で予測性をもっ反応、をみよう。

Fやりたかったができなかった事Jを「交友Jとすること r友人の質Jが深いことは 7月時
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SAがBとC双方の者において 2月時SAv;こプラスの機能を果し，逆に.rやりたくなかったがや

らまるをえなかった事Jが「なしJ及び「なし÷無答JはB'C双方でマイナスの機能が認められ

る。しかし強い「出席意欲」は7月時SAが3の場合は2月時SA紅プラスの機能私 Cの場合は

部分的にではあるがマイナスの機能を果す号

裂するv?:7月時SAがB及びCの場合は，広い交友ではなく，深い京入関係と友人議視の構え

や，犠務的持東的課騒への適応、や達成の体験が2足時SAにプラスの運委響を及ぼす。また，強い今

?丹時Bの者拡は社会 適応、と適応惑をもたらしSA拡プラスの影響を及ぼ

すが. Cの者にはマイナスの影響を与える。前章 (3)でふれたように. Cの者にとって「命後の出

とはp 全般的にうまくいっていない7Jlまでの生活を適応的に再繍するには調辺的で外的で臨

難でもある線離なのであろう。

G1-GaとG7-G9，郎ち 7丹時SA段階が再撞 (A又はC)の者については次の通りである。

強い「人生指針院関らした生活納得感Jは7月時SAがAとC双方において 2月時SAに肯定的

機能を果す。しかし， r力金入れたい事の実現見込Jにおいては 7月時SAがAとCとでは2月

時SAに逆方向の影轡が締められる。即ち，強い「見込」をもっ場合， SA. Aの者では 2月時

SAが悪化し易く. SA. Bの者では改善し易いのである。

要するに 7月時SAがAY..はCの場合，人生指針に沿った生活であるという受容・受け留めが

2月時SAにプラスに機能していく。他方，今後の自我関与目標に強い実現見込は.Aの場合に

は7月までの順調な生活牒開の故に却ってリアリテイ‘叩・・・を欠く内容や水準になりやすいために 2

月時SA広マイナスの影響を与えるのであろう。これに対して 7月時SAがCの場合，強い実現見

込は 7月までの順調でなかった生活からの脱出の期待をこめた，具体的展望を伴う行動に裏づけ

られることを通して 2月時SAにプラスの機能を果すものと恩われるc

(3) 主要生活空間領域の予灘性

ここでは，瑛詔・反応、が揺し訴す生活空間領棋がイ可であるかに注ヨし，所震・講義や学業・サ}

クノレ等の喜治的活動・友人関係・下掛や寮・家挟・人生観〈人生指針〉という 7つの主要生活空間

領域について，各領域との係わちのあり方が 7丹時SA段階が異なるとどのような機能を2丹侍

SAに果していくかを概観したい申

1. 大学・学部・学科といった所灘との鍔わりでは， G1-G3の場合は， 惑ー盤沈

と共に2丹時SAにプラスの機能を果している。 G4-G6の場合は，

のみがプラスの機能をもっ9 これに対してG7-G容の場合は，所罵講是i惑の 4項呂全てが G1-

Gaやら-G6に地ベよち不満広{嘆くく濃11)とはいえ， G7-G9内部での満足恵、の強弱は2月持

SAとの関連を認めえない。かわって所購不満の理由としての「学部ー科とり非遥広」が2丹時

SAにマナス拡機能し，またSA'Cの理由〈茨8)として「大学の備i産・実態」を自虐記述した

り選択することが2月時SAに関連をもっ29〉9 つまり， G1-G3では所属枠全体の，G4-G6では大

学への，強い満足感や受容がSAにプラスの機能を及ぼすが， G7-G9においては r所麗満足感J

と2月時SAとの関連は弱く，大学の「免許j股・喫鍛JをSA'Cの理由として原因帰属しないこと

や，学部・学科との聞の非適応j患に焦点づけない構え，等が2月時SAにプヲスの機能を果すこと
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になる。要するに，所属の受容と所購枠のなかの自己を受容でき?ることが G1"--GS • G4-GS， G7--

G9の全てにおいて 2月時SAにプラスの影響を及ぼしている母

ii. 大学における昔話変的・ブオ」マルな社会(文化〉潜応、の中核的観賭であるく学業〉のうち，

講義出席や単位取得等の比較的罵辺白色で外的な課題との係わりをみると. G1--Gaでは， それらを

「やりたくなかったがやらざるをえなかった事Jとして認知する溝えが2月時SAにマイナスの機

能を及ぼすが， G4-仏では，今後への強い「出席就欲」と，学部移籍後む最大の自我関与巌護活

動として「単位・進叡Jせとあげることが，プラスの機能者果し， G7--仏では，講畿への高い

j精度」と「ついていけるJとの強い評価とがプラスの機簡を，今後への強い「出j票意欲Jがマイナ

スの機能を果しているs すなわち， G1-GSでは「出席」の義務的拘束的認知がマイナスの機能を，

G，，--む告では，今後の出席・単位取得への強い意欲がプラスの機能を示し， G7--G9では，講義とい

う周辺的・外的な課閣との関でのこれまでの相互選部惑がプラスの機能を及ぼすが，今後の強い溜

応、意欲は逆拡マイナスの機能者 2月時SAに与えていると解される。要するに，講義・単位という

・局辺的課題との努わりはG1--Ga，G4-Gs， G7--G警の企てに重要な窓味をもつが， 7}j 

SA段階が異なると，係わり方や今後の係わり繰謹は異なる意味を担うのである2130

iii. 次広，学業自体という大学にとって中核的な課題との係わちをみてみよう母 G1--G3の場

合，これまでの強い「専門準備度Jと?丹時点における「学業」への最大の岳我関与とが 2丹時

SAにプラスの機能を果す。 G4-G巷の場合，強い「講畿の魅力度Jと今後の「学業への意欲Jと

がプラスの機能をもつが，学部移籍後の「学簸Jへの最大の自殺関与畏盟は，逆にマイナスの機能

を果す告ら-G9では，講義に「ついていけるJとの強い自己評価がプラスの機能を果している号

要するに 1年次に既拡学業に積極的・自我中核的拡保わる構えをもつことが，全てのクラスタ}

において 2丹時SAにプラスの影響を及ぽしているc

lV. サ」クル等の自治的活動との係わりは， rサークノレ拶加Jが三クラスターの全てで 2月時

SAにプラスの機能を果すほか，次のようなプラスの機能が認められ，マイナスの機能が示唆され

る現閤・反応、は皆頼である o G1-G3では，強い「サ」ク/レ関与度Jと今後の「関与意欲ム自夜中

核的な準拠集酉及び活動としての「サ}クノレ」が2月時SAにプラスの機能を果し， G，，-Gsで

は，強い「関与度」と今後の「関与意欲ム 4月-7月及が7月現在における最大の自我関与的

としての「サ山クル岨クラス活動ム「やりたくなかったがやらざるをえなかった事Jとしての

「サ」クル・クラス活動」が，プラスの機能を果しているoすなわち.G1-GSではサ‘叩剛クル等の

自治活動への積極的関与とサ}クノレ活動及び集出の自我中核的措故が.G4--GSでは，それへの積

撞的興与と重視の構えが，それぞれ 2月時SAに広汎なプラスの機能を果すが.G7--G9では議参加

それ自体こそフ。ラスの機能を果すものの，意欲や自我関与・自我中核性は2月時SAとの関連に乏

しいc要する拡，サ」クノレ議参加は全クラスタ}に亘ってSAに肯定的機能を及ぼすが季金活空間に

おけるサ}クノレ等自治的活動の領域の相対的な自我中核一環活性22)は. G1--Ga• G4........G6のニセッ

トにおいてのみ2丹時SAに強い関連をもっといえる2S)。

V. 友人との交流の領域でも全てのクラスタ}で 2月時SAへのプラスの機能が見出された。

G1-Gaでは，r友人数Jr家人関係での瀧応、感Jr下宿・寮での交流度Jでより青定的皮応、を与える
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ほど 2月時SAはより適応的となるプラスの機能が見出され， G4-G6では，r友人数Jr適応j感J

命後の「交友への意欲Jでのより肯定的な反応と，深い「友人の質J，rやりたかったができなかっ

た事Jとしての「交友Jは，プラスの機能をもち， G7--G9では，深い「友人の質Jと「やりたか

ったができなかった事j としての「交友J とがプラスの機能を果し，SA' Cの理由として「対人

関探の問題をあげる離がマイナスの機能在来すq すなわち， G1-G3では，多くの友人との幅広い

交流とそこでの瀦応j態が， G4- らでは，構法い焚涜とともに深い質の友人の存在と交友重視の構

え， G7--G9では，探い質の友人の存在と交友麓視の構え，それにSA'Cの理由としての

関係」から一部涼峻される，対人恐怖等の対人関係に関する病理的徴慣がないことが 2丹時SA

にプラスわ機能を果す。要するに，生活閣における交友の領域も SAに強い関連をもつが 7丹

時SA設捜が異なると異なる意味と質密強うと雷えようョ

vi. 下宿・療といった学生としての金活の場との課わちは， G1-GSの場合，強い「下端・燃で

の交流度J及び「下指J豊住が 2月時SAにプラス機能し， r繋J接金がマイナスに機能する申そ

れに対して G4-G6では r下宿」居住がマイナスに機能し， r寮J勝住がプラスにi磯能する窃しか

しこのニクラス夕日では r下宿・寮適応、j感Jと2月時SAとの関溜は見出せない骨地方， G7-

らでは，農住務態は関連に乏しく， r下端・寮適応感」のみで，それが強い程2月時SAは部史的

になるという関連をみせるにとどまる母つまり， G1-Gaでは居住先での密な交流と，自由な生活

の享受が，では密な交流と麗生先での諾短説や適応への正の存在とそれらへの適応体験が，

それぞれSA舵ブ@ラスの機能を果し， G7-G9では.SA. Cの学生生活にもかかわらず，

寮に適応、できていることから生じるであろう下措・寮の自我中按化(学業の相対的な罵辺化〉が2

月時SAにマイナスの機能を果すものと解される。なお， G1-Gaの場合，SA. Aであること

ちく頴調〉態〉は，規制や適応への庄の多い寮生活では崩れ易いのに対して， G，-Gaでは， <11原
語〉とも〈不調〉ともつかない学生生活が，寮での規昔話jや瀧応、への圧によってく不調>(SA'C) 

にと悪化するよちもむしろ，それらへの瀧応体験によって向上し易く，逆に，下宿生活比 G1-

Gaの場合，その官由な享受が<11績調〉惑を支え易いの民対して， G，-Gsでは， 語串d
ともく不調〉ともゆかないSAをく!臨調〉にまで押し上げる効果をもちにくいことが示場愛されてい

るo

vII. 家族との係わりは.G1-Ga， G，-Gsの二セットでのみ関漉が認められるo G1-Gaでは，
家旗との強い「交流度」が，G4-GSでは強い「適応、感Jと「交流度Jが，それぞれプラスの機能

を果す母 G7-G容では，表11の通り G1-GaやG，-G容に比して家族との「遺応惑Jr交流度Jとも
全殻託事惑いとはいえるが 2丹時SAとの関連は認められなかったむつまり，家族との殺な交流を

中心とする肯定的な家族領域をもつことは， G1--G3， G，-Ga応おいては2月時SAにプラスの機
能を及ぼすが.G7-G9では2月時SAとの関連は乏しい。

viii‘ 人生観~人生指針に関しては， G1-Gaの場合 r考える時間Jr確立感Jr生活の納得感J

と 7足時の最大の自我関与活動を「人生鱗・続審Jとしないことが，ブ。ラスの機

能を果す。仏-Gaで比 7月時最大の畠設関与活動としての「人生観・読書ム畠我中核的活動と

しての「人生観・世界観の探究ム教磯部期における最大の自我関与語標としての「人生観・読書j

- 28-



様 11 G7'"""'G9と億クラスターの比較注〉

額 ア.G1 '"""' Ga イ.G4 --- G語 '7. G7 --- G嘗 比 較(t ) 
積 関

域 n Z SD n Z SD n Z SD ァ:ゥ ィ:ゥ

話霊感

大 学 181 2.22 .78 142 2.59 .85 I 56 2.86 .95 4.51** 1.900 

ー持テ
..... 

部 177 2.26 .88 142 2.29 .95 56 2.52 .95 1.870 

学科 課程 181 2.22 .91 133 2.50 .96 53 2.74 .99 3.53料

事長学〈部科〉恋拘 182 1.70 1.02 142 1.78 1.00 55 2.31 1.22 3.33* 2.83*本

一
家 議 言、 感 169 1.86 .79 137 2.07 .79 54 2.22 .81 2.85本赤

族 ザ川ぞ、 流 2度 159 2.18 1.10 127 2.42 .86 51 2.73 .93 3.17*事 2.11* 

181 2.62 1.09 142 2.83 1.02 56 2.71 1.03 

指針確 立 感 179 2.74 1.13 142 3.21 1.14 56 3.41 1.14 3.87*滋

出〉 ・弛クラスタ}内部で差が認められ， G7，.....，G盟内部で差の認められない主要領域についての比較である。
ぺ P<.10，本 P<.05，** P<.Olo 

がいずれも 2丹時SAにフV スに機能し.r人生指針を考える時間j が少ないとの指己評笹がプラ

ス機能する。強い「確立感Jはプラスに機能する場合が多いが， Gs・仏比較では強い経2丹時SA

はCに悪化し易いマイナスの関連も見出されている。これに対し G7""'G9では.r確立!態Jの水準

法 G1""'GSに比べ弱いが G7--G9内部では差が認められず，r湾考考える時関Jでで、は始クラスタ‘-網剛剛叩網剛網

ても， G7--G9内部でも鐙は認められない(表11)母ただ，強しJ人生指針に照らした生活の納得j感J

が 2月時SAにプラスの磯離を果すのみである24)。すなわち， G1--Gaでは，人生指針確立への隣

心と確立感，それに額らした現在の生活の受稼がプラスの機能をもつが 7月時における確立への

強い〈過度の〉自我関与はマイナスの機能をもち.G4--らでは，単なる関心や確立j患はマイナス

に操能し 7月から今後の教養部生活にかけた，擁立と深化への強い自我関与の構えや，確立・深

北への試行者と自我中接的に荒位がするととがプラスの機能を果すのに対して.G7-G9において

は，関心・瀧立度・探索や深化の講えの強弱は2丹時SAへの関連に乏しく，ただ，人生指針に照

ちしてSA'Cの生活を受け留める強い構えがプラスの機能をもつこと院なる由要するに.G1""， 

Ga と G4--G6 で比人生観・人生指針確立や探イとへの関心・自我関与が，方向控の~Ijはあれ， 2月

時SAに強く関連するの広対して. G7-G9では確立度・関心や自我関与の強調は 2月時 SAとの

関連に乏しく，人生観・人生指針がSA'Cを受け積める支えとして機能する場合に 2足時SAが

改穫し易いと替えよう c

lX. 以上の?つの生活空間舗域以外に，本離(1)で晃たように 4丹"""7月の自我関与

「なし十報答」が全クラスタ}託宣り 2月時SAにマイナスの機能を及ぼしており， また， G4""，  

G6では，rやりたかったのにできなかった事Jが「なしJ及び?なし十無答J. やりたくなかった

のにやらざるをえなかった事」が「なしJ及び「なし十無答J， 7月時の自我関与的活動

及び「なし十無答Jが，それぞれ2月時SAにマイナスの機能を， G7-G9では自我中核的活動?な

がプラスの機能を及ぼしていることが知られる。要するに，強い自我関与的活動がないこと

が， アイヂンテイテイ‘‘恥知蜘網剛剛叩網剛網

機能を果すが，G7--G仏宮では自我中i核該的活動をまだ酸恕しない，アイヂンティデイ」形成への緩や
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かな饗えが寧ろ強ましく， G4--Gaでは，畿務的拘束的感J情を伴いつつも外的課題広喜我関与し違

成・護窓、体験をえたり，当初の強い自税関与震望対象が全て瀧成されたとの認知をもたず 7月時

現在から7月以降にかけてそれを追求しようとの講えをもっこ:とが 2足時SAにプラスに機能す

るものと考えられるo

x. さらに， r学業Jr出席Jrサークノレ関与Jr交友」という，今後の大学生活のフォ」マノレ・イ

ンフォ」マノレな主要額域に対する意欲は，謙治拡みるように， G4--G6では全てプラスに機能して

おり，それ院対して，G1--GaとG7--Gaでは一部で2月時SAとの関連が見出されるにとどまる

点や， rカを入れたい活動の需現見込Jr全体的選誌予殺Jといった，今後の人格漉への農望をも

てることが， G7--G9においてのみ2月時SAにプラスの機能を果す点も，興味深い問題であろう q

要するに，今後の主喪領域への強い意欲は，特にG4-G6，却ち 7月時SAが「どちらともいえ

ない」者にとっては，その後のSAを改欝する機能をもち，今後の生活への遺応的民議は，特に

G7-G9，即ち 7丹時に全体的な非適応、を悪乙ているSA'Cの者にとって，その後の SAを改

善する機能をもつのである q

W 総括と展盟

入試制度改訂後における大学新入生の 1年間にわたる適誌過程を把える追跡調濃の資料から，夏

期休暇直前7月時の総括的灘応j感 (SA)が同段階の者 (r遺志J-A段階;仏-Ga，r中間的J-

お段指;G4-G6， r非議員三J C段階;G7-G9) が l年次終j[室前2月時の SA設培を改善・

持・悪化させることと， A段階に移行(適応化〉又はC段階に移行〈非適応化〉させていくことに

関わる 7月時の反応，即ち 2月時SAの予測鴎が探索され，それら広よって，改善・維持・悪化と

適応イヒ・非適応化に関連する 7月時点の生活空間部議選とそのSAに及ぼす機能とが場察された (111

1箪(1)--(4)，重一2意(1)--(3)，111-3章(1)--(4))。考察の概略を，生活〈空間う領域の差異に

基き配列して示す.と，糠12・13の通りである合液中では，明より常矩的な 2丹時SA段階になちや

すさH の7月時要閣 (G1--Ga，G5: G6では悪化阻止要因， G4: G7--G9では改善要因〉とし

て記述したが，記述内容を逆にすれば直ちに，より否定的なSA段措への悪化・改普阻止要因の特

徴となる G

殺12・13の概観からも明らかなように 7月時SAがAである G1-G3においては，現所属にい

ることへの満足感と受容やサ」クノレ・交友等のインブォーマ/レ周間-への積名義的関与 7丹までの強

い昌我関与合伴う活動の展開と強い人生指針確立感、がAの難持擦問となり，人生指針確立への強い

関心や自我関与は逆に悪化要因として働くことが多い(叢叫1輩。))0 7月時SAがおである G4--

Gaにおいては，友人や家挟との密で適応的な関部や， γ月までの強い自我関与的活動の展開がA

への改善と Cへの悪化阻止饗思となり，講義・学撲といったフォ…マノレ局部への積極的講えやサ

ク/レ関与などは改替要因となるが，それが捌くとも悪化要因にはならず，人生指針確立への単なる

関心や確立感、は強い謹Aへの改善治、cへの悪化が生乙易しそれへの強い自我関与や詣我中核的な
定設が改替要因となる〈草川2難(4))0 7月時SAがC匂ある Gi--G9においては， γ月以時の適
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表 12 2月締 SAの維持一難化・改善iこ鱒達する

7 jj 待 S A SA. A; r適応J (G1-Ga) SA ・B;r中
〈クラスター〉

比 較 対 G1: G2+Ga G1: G2 G1: Ga G:;: G6 

記述む方向
Aの全般悪的化阻な

止要部
(r5~ Iト都民 Cへの悪化阻止要器 C への態化阻止繋国

該議章・節 m-1， (1) (2) 臨-1，(3) 亙-2，(1) 

-受〈容弘前。>大学入学や所麗枠への満足感と -現所属の受容。

所属枠との欝保

-[k4錯1-でそ7的あ月れなるのにポと強よジ左いる。デ自自ィ我我プ濁支感与持情的・に活充基動実く感のS展。A開 ] 
-強い充実感。

生活さ夜間体制全般

ト一一一一一一
-感7月じ時ないの学こ業と。への強い自我関与。但し， 出席に負担・拘束j態を

フォ-?)レ胸高

-動サ自の我ー支自ク我持ル集。中按団性・活と -関サ闘与技}支ク・持関ル与。へ意の欲強い・ -関サ与~クとノ闘レ技へ支の強持。い

インフ会‘叩?)レ -多くの友人との円滑な翼係による自我支持

-りと「(」他そアノで律れ、的はへー生なのト活適いー応規間こ借制〕左。
-居間持。住関先係でとの自密我な人支

享下交但L宿流受易L。， いと，下寮宿で生の密活なの

我し-高な中校接い期的こ準のと友拠。人集団を自と

局 間
寮生は選装化

-家族との密な関係とそれによる畠我支持。

生 き 方
-確展得と立そ開感的れ。

. )強過生程い指関の針心進探行L。索確へ立の -人強生い指危自と針我機(探関強に索与い〉。への
-立弱人生憲い指誌針や探と索覇への

し、こ がと去なH 
い確

人 指針 。
って

S A (f) 質 -全あ般り的なfポジテt悩るィみプjが感情なによるSA.A -楢理みなし
で 満・ しネガ Jる う由になよ

S A 改替方法
ティブな理不由によ SA.しA、Jでとは、なういこ SA'Aでは
と。 し、こと。

一一一一

教 議集 部 -自も我た麗ぬ与こ語と J。標活動の実現にj語大t.r.期待を

畏

-与学業すにる最とのも構詣我え関が

，弓地4いみ 昔日
し、こと。

約部定のよとヲトヲ

議
(てム 位カ暗号、、)
」と。

卒 後

注)1. 記述内容の方向を逆にすれば，感化阻止繋践はG1-Gaでは悪化要器 .G4-G6ではBの雑持要菌，改
2. C)在付した事項は，本文の識さ熱意・節においては独立の壊をたてず. 1-也項に合めて考鍛された。
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SA.C; r非適応J (G7---GO) 

G7 :ら l
Aへの改善要茜 IBへの改善要国

Gg:G事

7月時の会長沼!!鰐体制

!G7+G8: G事

Aへの改轡裏部 11 Cの全般的喜善翻

選-3，(1) 

(G4---Ga) 

G4:G事

潤J

蓋-3，(3) 蛮-3，(2) (2) 恵一丸

-密我中接的活重きを
額定しない探索的

.襲震。
務的・拘束的課
題への適応，達戒
の体験。

-4---7月の強いE追
放関与活動の接鵠
.それによる密政
支持・充興感。
{昆し，関与自機対
象企てが遺戒され
たと認知しt.r:.いこ
と。

-出席への強い講え
をもたぬこと。

-講義への適応感
と，それによる社
会〈文化〉適応
態。

支
へ
我
難
。

尚
昆
争
え

る
~
構

よ
義
的

に
講
櫨

畿
と
横

講
持
の

-サ}クノレ議参加による闘技支持。

-きがねない友人の
符在，それによる
闘技支持。
・下構・寮での強い
滴灯、がないこと。

-サ』クノレへの強い
関与と自我支持。
但し， サ-クノレへ
の係わりが韓務的
拘束的であっても
可。
・多くの友人との円
滑な関係と深い友
人の存在。
・交友重視の構え。

-繍境調整による適
応改藩への繕え。

いくマグロ〉な環境
条件への不適応、惑
によるSA.Cで
誌ないこと。

確立的な人生指針
と人生・世界観重
視の構え。但し，
探索や確立をSA
改善の方法として
は意識しないこ
と。

適応、改議への

一一副

善要因は G4~G6 で Bの維持要因・ G7---G9 で改弾砲北繋悶と ， :;;々 親々みかえることができる。
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濃部 γ非議応Jfと. r適蕗Jfヒ接部

ill-l， (4) ill-2， (3) 班-3，(4) 

-現月号罵の受容。

所罵斡との関搭

-我感開自4---関。と我与，7支的月そ持活れの強動に充いのよ展実自る
-我存れ持開4-関在。，に与及す7よ的月びるるの活，こ自強動現と我在いロの展支そ自も

生活空間体制全般

:構手重え望。〕号室由宇審議重量五言語花鳥

プォ マノレ
-学撞的業帯・出え滞。への横 -講持。義による呂我支 -講持的義構とに出土席。よへるの自我積極支 -応出席j態。・識磯への遥

-サーク
-義関サり務与で』的クとも拘可ノ自レ我束。へ支的の強持係。いわ

-サ}我グ支ノレ議持参。加によ

関定与位と・
る闘

インブォ マノレ

-交円な自友滑我い重な中こ視交核と。友的の構。準極包え集とし団深と「大いす友学る人で尚をの早含友な構む人広」えいがを

. 
滞 藍

-人活易下寮宿察生いの享。関は受非寮係。で適と下包応の宿密化L生， なし -寮し、屠こ住とでまbり，下覆・関常り生活ではな
し」。

-家族との密で円滑な関係と自我支持。

生 ~ 方
-人過な生度い指のこ針自と探。我索関へ与がの -人過こ生剰と指な針関探'L.'照への -確のと立人強的生い構指な人針え探生。指索針へ ・

人生 指針
がない

-余体sき裕制Aて化いの存へなBか主のいか以膚らえの。改性生)善活急方な・法改生が善活空まをだは聞明かの確着ら実化えまでいな -大度tこ学よ・実のる態鶴S 

S A の 質
と。

-量義fAs能的し-A。そはC。多の1 

SA改善方法

境原属Cぐへを因。る環帰めの

教 養 部
農

Aう~ら 部

議 ヰ 後
-卒後就職への志向

注)1. r非漉応化阻止J要因の記述は内容の方向者f激にずれば r非適応、化J要因となる。該当章・節では
「非適応化要閣J右f考察。

2. (Jは本文の該当宝童館においては独立の壌をたてず，他項に含めて場模された。
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応改善に暁るい接認が築けていることや， サ蜘川叩ク/ルレz参雲加，深い友人の存在といつたインフオ‘‘網剛剛叩網剛網

局面カか込らの自我支持 7月までの講義との聞の相互適応、感 7月までの強い自我関与的活動の牒開

などが改善要因となり， SA' Cの生活を受け留める構えも改善要因となる〈直一3章(5))。

7月時SA段階の別を関わず，入学以降7月まで、に侍らかの強い畠我関与を伴う活動を農関して

いることは 2月時SAにフ。ラスの嬢能を栗し，大学生としてのアイヂンティティ」形或に好ましい

影響を与えるものと解される。また，サ」タノレ拶加も 7月時SA設轄の簿I1を関わず，プラスの磯離

を果し，サ}クノレ体験，なかんづく，その中での人間関係，創造的体験へのスキノレ定着を媒介とす

る大学への社会化の進行，柑軍支持と相互啓発の体験などが 2月時SAに好ましい彰響を与える

と考えられた (1-41転(1))0 7月時SA段階がA.B.Cのうちいずれか2つについて2月時SA

の予測国となる反応は多しそれについては，貰叩4輩(2)節でまとめられたが，内容が多岐tとわた

るのでここでは繰ち返さない母

葉-4章(3)欝では，主要な生活空罵領域に連語し，そこでのいかなる

かなる選手響を及ぼすかという観点からの横新的分析が試みられた。

ち方が 2足時SAにい

先ずブオ}マ/レj苛酷との係わりとして，第一に，大学・学部・学科というブオ}マ/レな所属枠と

の係わりにおいては，所属全体の満足感や受容がG1-Gaでは広く 2月時SAにプラスに機能する

が， G..-Geでは大学満足感のみでプラスの機能が認められ，G7-G9では，単なる満足感や受容で

はなく，大学の制度・喪態~;::SA' Cの理由としての療臨場属をしないことや，学部・科との轄の

く焦点づけない携えが2A持SAにプラスの機能を果す号第二?と講畿出j窮や単金といっ

・馬辺的課題との宵史的・積鑑的な保わりは， G1-Gaでは2A時SAとの関連はうすく，

G..-Geでは，今後への強い意欲が2月時SAにプラスに機能し， G7-G9では 7月までの講義と

の間の相瓦適応、感がプラスに機能していく o 第主主に，学柴自体との係わりは，く赦幾部期〉という

時間次先に関する思りでは 7月時SA段潜の思Ijを?とわず，肯定的・積極的な係わりが2月時SA

にフV スに機能していく母なお教官との関探〔交流度〉は2丹時SAとの関連は金、く見出せなかっ

た母

大学生活のインアォ」マノレ鰐部託ついてみると，まず，サ}クノレ等との係わりは，接加それ自体

こそ，前述のように 7丹時SA段階の君Ijを関わず広くプラスの機能をもつものの，生活空関構造

におけるサ』クノレ等自治活動の自我中核一周辺性の如何は G7-G9では 2月時 SAとの関連に乏し

く， G1-Ga' G..-Geでプラスの機能が及ほされていく o 次に，交友の領域では，G1-G3におい

ては，広い交流とそこでの適応態が，G4-Geでは，広い交流と深い友人の存在及び交友麓読の構

えが， G7-G舎では深い友人の存荘と交友重提の講えが，それぞれ2月時SA拡プラスの機能を果

していく母更に，下積・寮という生活の場のあり方も 7A時SA段潜の7J1lを関わず普 2足時SAと

の関連が認められるが，関連の方向やその意味は多識であった。また，家族との宵知的な係わり

は， G1-GaとG4-Geにおいてのみ2月時SAにプラス機能していく。

生活体制jと生活空間体制の統合原理としての人生観・人生指針に関しては G1-G3とG..-Geに

おいて，その確立や深化への関心・自我関与が2月時SA拡強く関連するのに対して， G7-G9で

は関連託忍しいものの，人生指針民鮪らしてSA'Cの生活を受け謹められることが2月時SAに

-34-

ー.~



フ。ラスに議能していく。

これらに加えて 7汚以降の主要な生活犠域への強い意欲法特にG4--G6でフ。ヲスの機能をも

ち 7月以降の選応、震望をもてることがG7-G9でのみプラスの機能を果す。

以上要するに，多くの反応・生活空間領域〈体制〉は7月時のSA段離が異なれば異なる機能を

2月時SAに果していく。もちろん，従来の大学生の適応やアイデンティデイ」に関する諸論院指

補されているように，大学生のブオ」マノレな適忠課題としての学業や講義，間購への満足感や受

容，青年期の発達課題としての人生指針稽立，現代学生に特激的な自我関与領域としてしばしば言

及25)されるサ」クノレや交友等の鰭領域との係わりが，後の時点での灘;思惑に強い影響を及ぼしては

いるが，それにもまして，この一連の研究から，JへSA段階に応じてそれら領域との探わりのあり方

が異なる撃響を及ぼしていくと示唆されたのが重要であろう。

きて， r大学新入生における適応、状況と選応過程」を追求してきた本フ。ロジェクトは，昭和52年

以来日年度まで，各入学年度の新入生をコホ~トとする 1 年間の追跡調査として興施怒れてきた

が，それにとどまらず 2年次以降に至る長期的追跡のプロジヱクトも併行して展開されているa

54年度入学生に対する畏期的追跡の成果のごく一部は既に豊嶋 (1982b)， 膿嶋・溝ほか (1982)

によって発表されているが，その詳細かつ告括的検討は「大学金の適応構浩と適応、瀦程の畏期的迫

として本誌に報告していく予定でまちる。それに加えて，新入試制度定着後の新入生に対する畏

期的温跡調議や，さらに，かかる大数的研究と相補的関係をもっベ念事例研究との総合もまた，そ

の方法論的検針と共に要請されて来ょう。それらについても稿を改めて報骨することに

註

1)本論の対象者〈昭和54年度入学者〉の4年時SAの工年時点における予濃i閣については日本社会4む理学会

第23部大会で〈豊嶋ほか 1号館b，糟ほか 1982)，また，開じ対象者の l年次から4年次にさをる適応の構

造については第20回全軍大学探鵠管理所究集会で〈盛嶋 1982b)，読に報告している。

2)豆報〈豊嶋ほか 1980) 1章，国報〈議鳩況か 1981) 1 j誌に詳しし、。

3)印字'君にうまくいったJ と「どちらかというと……」がA，rどちらともいえなしリがお， rどちらかとい
うとうまくいかなかったJと「非常に……JがCとされた。

のここの一連の薪究ではが検定における Yatesの繍正は細胞度数5以下の場合に適用〈肥田野ほか 1961，

76)実〉。なお期待度数が名義く小さくとも Fisherの言葉接聴率法には拠らずが検定を使用。前者が片鱒i検定

と晃教しうるからであるくEveritt，山内廷か訳 1980，18貰)。

5) (非〉適応イヒ藤忠を求める規準は前報 (N報〉に比べ検出力が高く立っている。

6) G1 ・G2・G3，G4心γG6，， G7・Gs.G曹は，それぞれ2月時SA段輔の高低に基く)1議第尺震と解されるから

Batholomew法を使用。

7)この規準法，五段階評定項患での痛増(減〉を拾う規準と整合性をもたせるために導入した。なお，この

綱雄記よってはじめて拾うことのできるものは， G4~G6 の 3 反応 2 合成カテゴリ」のみ。

8) r友人の質JをJI震序尺度と見なし r親友あちJにl点 rしゃべる程変Jに4点を与えると，仏は Mdn

=1.95， Gd Mdn=2.19。中央儲検定で有意 (;(2=5.21勺。 G4がよち深い友人をもっ。

9)もちろん薗接擁護襲でも Pく.10(p .057)。

10)中央値でみても璃認できる。 G4:GIIは註8)の通ち。 G岳部tfdn=2.25): G4では χ2=5.04*，当然なが

らGII十G6 (Mdnロ2.21): G4ではドロ5.90*で有意。 G4から G告での中央盤漸増も観擦できる。

11) S AがAの者にとっては襲爵生は逆に非適~饗関となる (ill- 1 (3) (4))。
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12)もちろん直接確率法でも有憲 (P口 .043)。

13)黒田ら (1976)は「蜜年Jという大学における註余〈文化〉掠遊誌に対して i職業悲向が抑制的効果を

もつJ(8頁〉ことを見出しているが，本新究では少なくとも 7月誇SAがおの者にとって 2月時の人

格非適~にも抑制j的効果が~る事が示されたことになる。かかる効果は，入学時の SAが3やCの唱をの 7

月時SAや，入学時SAがAとCの者の2月時SAに対しても (IV報豊嶋ほか 1982a)，入学時SAが

Aの者の本策年次SAに対しでも〈議機ほか 1982b)， 7丹時SA.Bの者の卒業年次 SAに対しても

〈清ほか 1982)，夫々確認されている。

14)ここでは「力を入れたい事の無現見込Jは2月時SAにプラスの彰響を与えているが， SAがAの者 (G1

ではマイナスの影響が見出されている〈斑叫 1(1) (2))。

15)盤接E室率は P= .0400 

16)但し「友人の賀Jへの反応を全捧としてみると麓は認められない〈中央鑑検定で P>.lO)。

17)もちろん置接強識は有意 (P=.027)。

18)五段階評難現留では全ての比較対で f整Jが見出せなかったものは， i学科講是j懇J(濃2の項爵番号3)

と「対教官交流度J(詞10)の2現障のみ。

19)γSA'AJ文は iCの現出J(共に告詣記述と選択式の 2噴留によって設問)， i選応、改善の方法」の計5

現盟。

20) G7~らにとっての r所購J の意味の詳細は鼓叩 3 (1)①項， (3)命現， (4)①項， (5)を毒事額されたい。

21)これは，授業・出席噂の「外的・社金的概懇Jとの係わりが大学生器前半の問一性問題院関議ナる基礎的

要関のひとつである，という藤療 (1981，199頁〉の安説を支持している。

22) i強い意欲を示すことJや「カを入れること」は直ちにその対象領域の自我中被性を意陳し沿い。しかし，

被の生活空間響造において相対的によち中接的位置を占めることにはなる。

23) G7~G9 におけるサ…クノレ議参加者 (26 名〉中，サ山ク Jレ集毘と活動患体を闘獄中核的に定位する者は先々

l名 (3.8%)，5名 (19.2%)であるが. Gl~G3' G4~G6 のそれ〈央々， 112名中16名と指名， 89;s中

11名と 8名〉との間で有意な差はない(P>.lO)。

24)五段韓評定項割以外での人生観此調漉ずる皮芯む比率でも， G7，........G曹は Gl~G3 や G司~G患と比べ差がない

ものが殆んど。但し 4 月~7 丹の最大の閥我関与的諮議会「人生観・読書」は G7，........G9 で計 s 名 (14.3%) ，

Gj，........G3で拭計13名 (7.1%)，Gj，........G6で計23名

離な傾向〈夫々 ;(2=2.72，3.29，共に P<.10)をもっ。

25)伊jえば，石井 (1976)，宮川 (1977)。

、

1. I芯~veri治t枕t， B五.S.19貯77，
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付時資 料:7男調査質問紙

一一一一年度入学 学部 〈 専攻・課程〉

学籍番号 (男・女〉

現在の住まい〈白地 e アパート・霞告・下宿・娯〉

1.入学後の生活について

1. 1 1 弘前大学に入学したことを
あなたは今，どう思ってい
ますか合

1-2 今の学部位入ったことにつ

1 3 

いては，

今の学科〈等専攻・諜濯〉に
ついては，

どちらカ‘と どちらとも どちら沙込と
非常に滋是 いうと満追 いえない いうと不満 非常に不満

手ド常に満，f!
t 

どあらとも
いえない

どちらとも

非常に不満

非常に満足 いえない 非常に不滋

1-4 不満がある場合，どういう点で不溝なのですか。

2.現在，佑大学，学部・中科に再受験
(松学部・科〉したいと思いますか。

会くそうは
息わない

どちらとも
いえない

是旅
そうしたい

3. という街にいることについて 非常に満足
どちらとも
いえない 奔常に不満

4.講義や勉学について，入学してからこれまで，

4 1 教養部での講義を全体とし非常に どちらとも 非常に
おもしろい いえない つまらない

4-2 

4-3 

4-4 

て評領すると，

教饗部での講義を全体とし

て静価すると，

出席は，

したかむ

としてどうで

専門の:訴究や準備をこれま

で

4-5 教官との交流法，

5.学生簡の交流について

十分ついて
いける

とにか〈全
部出席した

どちらとも
いえない
i 

適度に

ついて
いけない

たまにしか出
席しなかやた

どちらとも 全く〔ほとんど〉
十分ゃった いえない やらなかった

非常におる
どちらとも
いえない 会くない

5 1 サークノレ・ fやっていない 積極的に どちらとも
グラプ活動 i やっている いえない 消極的
はやっている → 1 i 

5-2 大学での友人は， どめらとも
多い いえない 全くいない

/ 
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、‘

(①昨し…~'"る 命気がねなくね;t~ÁiJ~'"る}

⑦ 遊び友達はいる φ あったらしゃべる程度の人はいるj

5 2 

5 3 友人関係は全体としてうま非常にうまく どちらとも 非常にうまく
くいっていますかa いっている いえない いっていない

守 L一一一一一 一-.-l 一一

6. I自宅以外から通学している人のみ答えて下さい

6-1 下宿・〈アパート〉・寮での亦常にうまく どちら.とも 非常にう宇く
生活~i. いっ?いる i いえiない i ??J、な、

6-2 下宿・〈アバ」ト〉・療での
対人関保は，

どわらとも
非常に密 いえない 非常に孫

7. 7-1 家族との関係はどうです非常にうまく どちらとも 非常にうまく
カミ母 いっている いえない いっていない

7 2 家族との関係はどうです どちらとも
カミ母 洋常1に按 l いえ1ない t 非常:に孫

8.人生観，人生指針，信分なちの生き方・考え方など生きる指針となるものについて，

8 1 これまで，そうした指針に どちらとも 会くとれな
ついて，考える時間がとれ 充分?れた 3 いえiない

8-2 

ましたか。

そうした指針をすでに作り
上げていますか。

ぞう思う どちらとも そうは思わない
はっきりある いえない 狩常に不明確

¥/  

8 3 そうした指針Jてらして洋常に 同みも 全くそうは
みると，舟の生活は，納 ぞう I思う 1 いえ1ない l 恩わiない
得のいくものですか。

9. これまでとくに力を入れてきたことは何ですか。力を入れたj績に響いて下さい。

(2) 

(3) 

エO.これまでカを入れたかったが，ゃれなかったことは部ですかo (なければ「なしJと記入〉

11.ゃちたくなかったが，やらざるをえなかったことは侍ですか由(なければ「なしJと記入〉

12. ，6ト，最もカを入れていることは何ですか。

13-1 あなたにとって，もっともかけがえのない人間関探はなんですか。そのさい「こうであ

るべきだj という理想からではなく， r契機にはこうであるj という現実的規準から遊んで

下さいc

- 39 



家挟との関係 @高校のころの友人関係 金大学での友人関係

サ}クノレ・グヲプでの友人関係 舎尊敬する人物や鯨との関係

とくになし 6 その他(

①

@

6

 

rfie816211'《、
Ill-pli--a
、
その人間関係での，最もかけがえのない活動は何ですかo (興擦にそれをやれてい13-2 

、1
j
i
f
-
-
1
1
t
i
z
z
i
e
s
-
/

動

〉

活の味趣

なくともかまいません。〉

ミDサークノレ・クラブ活動そのもの① 勉学・研究活動

人生観・世界観の糠立@ 遊びーリグザここ日 -:;/3ン

とくになし① 対人関係そのもの

①

@

@

舎

/
1
1
i
l
i
i
g
i
t

、li
l
i
-
-
-
i
¥

どちらとも 非常に
非常に感じる いえない 感じない

その勉〈

14.あなたは，これまでの生活に全体と
して r生きがい」や「充興惑」を
惑じていますか。

非常にう~< どちらかというと どちらとも どちらかというと 非常にうまく
い q ている うま〈いゅている いえない うまくいっていないいっていない

」一一一ーへ〆一一一一一一四一一、{一一回目J
↓ |↓  

どういう点でうまくいって 115-3 どういう点でうまくいって
いるのですかo いないのですか。

これまでの学生生活は，15.要するVL，

15-1 

15-2 

15-3付

あなたのうまくいっていないわけを，下の

直豆i①--@に分類するとしたら，とれ広
関係しますか。あてはまるもの全ての番号

を記入して下ざい。

( 

↓ 
15-2付

あなたのうまくいっているわけを，下の

墜翌日①~φに分類するとしたら，どれに
関探しますか。あてはまるもの全ての番号

を記入して下さし、

( 

↓ 

どうすればうまくいくようになると z患いますかむみ
品でれそ

f
i
l
-
-
1

15-4 

弘前の街・風土・下梧・寮なと大学外の環境条件に関すること¥

大学内の環境や大学自体の鰭条件拡関すること

学業に関すること

生活のリズム・余裕・時間配分に関すること

対人関鐸に関すること

家族やi白友・故郷との関保に関すること

… 40 -
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I .今後の学生生活院ついて

16.これからの教養部生活では，

16-1 学業に対する意欲は，

16-2 講義への出席意欲は，

16-3 サ}ク/レ・クラプ活動に対
する意欲拭，

16-4 3ど友関係に対する意欲は，

どちらとも
十分ある いえない ない

どちらとも
十分ある いえない ない

どちらとも
十分ある いえない ない

どちらとも
十分ある いえない ない

17.今後の教養部生活で，特に，一番カを入れたいことはなんですか。

↓ 
17-付 それを実際にやれる見込は
、どうですか

18.今後のあなたの生活を全体として予
想すると，

十分 どちらとも
見込がある いえない ほとんどない

うまく どちらとも 非常にうま〈
いくだろう いえない いかないだろう

'--叩叩叩山一ーへr一回目ー----'

↓ 

18-付 どういう点でですか。

( ) 
19.学部移籍後， とくに，一番力を入れたいことは伺ですか。

20.大学卒難後詰

@ 大学院に進みたい ⑦ 就職したい〈志曜就職 〉

↓ φ 家業家事 ④まだ考えていない持
20-付 大学説修了後は，どんな職難につき?たいですか。
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